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保

一
、
序

付
、
本
稿
の
課
題

口
、
調
査
地
の
概
要
と
位
置
づ
け

二
、
集
落
の
農
業
の
組
織
化
と
農
地
流
動
化
の
諸
類
型

三
、
農
家
諸
階
層
と
農
地
流
動
化

付
、
専
業
的
上
層
農
家
の
動
向
|
|
複
合
経
営
・
自
小
作
型
借
地
1
1
1

伺
、
兼
業
中
下
層
の
動
向
l
i
!恒
常
的
勤
務
・
家
族
多
就
業
・
稲
単

作
|
|

旬
、
農
地
賃
貸
借
を
め
ぐ
る
階
層
分
化
と
貸
借
の
特
徴

四
、
米
生
産
費
と
土
地
純
収
益
・
地
代

玉
、
集
団
的
土
地
管
理
と
集
落
・
町
村

付
、
営
農
組
合
の
活
動
と
集
落
に
お
け
る
集
団
的
土
地
利
用
・
土
地
管

理

《
ノ
l
卜
》

地
域
農
業
の
組
織
化
と
農
地
流
動
化
・
集
団
的
土
地
管
理

門
円
、
町
村
に
お
け
る
土
地
利
用
規
制
・
調
整
の
取
組
み

ぺ

結

び一
、
序

パ
門
、
本
稿
の
諌
題

本
稿
は
「
営
農
主
体
」
特
研
(
「
高
生
産
性
土
地
利
用
型
営
農
主
体
の
形

成
条
件
及
び
経
嘗
管
理
方
式
の
解
明
」
に
関
す
る
特
別
研
究
)
の
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
滋
賀
県
愛
東
町
調
査
の
調
査
報
告
の
一
部
で
あ
り
、
愛
東
町
の

農
業
の
実
態
の
分
析
を
通
じ
て
、
地
域
農
業
の
組
織
化
と
農
地
流
動
化
・

集
団
的
土
地
管
理
と
の
か
か
わ
り
の
問
題
を
考
察
し
、
地
域
農
業
の
構
造

(

l

)

 

を
土
地
問
題
の
側
面
一
か
ら
検
討
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
い
る
。

地
域
農
業
の
組
織
化
は
、
本
来
集
落
レ
ベ
ル
で
の
組
織
化
(
例
え
ば
、

集
落
で
の
生
産
組
織
の
組
織
化
、
そ
れ
に
よ
る
作
業
編
成
・
土
地
利
用
の

組
織
化
-
計
画
化
等
)
と
集
落
を
こ
え
た
自
治
体
・
農
協
等
の
レ
ベ
ル
で

の
そ
れ
と
を
ふ
く
み
、
そ
れ
ら
が
相
互
に
結
び
つ
き
、
支
え
あ
う
重
層
的

な
構
成
を
一
一
小
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
組
織
化
、
特
に
生
産
組
織
等

の
組
織
化
が
専
兼
ぐ
る
み
、
集
落
ぐ
る
み
で
な
さ
れ
、
そ
れ
が
兼
業
農
家

の
農
業
を
支
え
る
方
向
に
作
用
す
る
と
き
、
一
般
的
に
は
集
落
レ
ベ
ル
で

の
組
織
化
は
農
地
流
動
化
に
対
し
て
抑
制
的
に
作
用
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
そ
れ
は
担
い
手
の
あ
り
様
と
関
連
し
、
担
い
手
が
層
と
し
て
存
在

す
る
と
き

l
|突
出
的
な
大
規
模
経
営
の
創
出
に
は
抑
制
的
に
作
用
す
る

九



《
ノ
l
ト
》

地
域
農
業
の
組
織
化
と
農
地
流
動
化
・
集
団
的
土
地
管
理

と
し
て
も
|
|
組
織
化
と
農
地
流
動
化
と
が
併
進
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る

で
あ
ろ
う
。
問
題
は
地
域
農
業
を
担
う
主
体
が
ど
の
よ
う
な
形
で
形
成
さ

れ
、
存
在
し
て
い
る
か
、
・
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
そ
う
し
た
地
域
農

業
の
再
編
の
問
題
の
脈
絡
の
中
で
、
地
域
農
業
の
組
織
化
と
農
地
流
動
化

と
が
ど
の
よ
う
な
関
連
に
お
い
て
と
ら
え
ら
れ
る
の
か
、
こ
う
し
た
問
題

を
地
域
農
業
の
種
々
の
態
様
の
中
に
お
い
て
考
え
て
み
た
い
と
い
う
の
が

本
稿
の
第
一
の
狙
い
で
あ
る
。

集
団
的
土
地
管
理
も
、
町
村
(
農
業
委
員
会
)
等
で
の
公
的
管
理
と
集

落
レ
ベ
ル
で
の
土
地
管
理
・
集
団
的
土
地
利
用
等
の
取
組
み
が
相
互
に
補

(
2〉

完
し
あ
う
重
層
的
な
内
容
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
う
し
た
集

団
的
土
地
管
理
は
、
地
域
農
業
の
組
織
化
の
取
組
み
と
結
び
つ
い
て
展
開

す
る
と
き
、
よ
り
実
態
的
な
基
盤
を
も
つ
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
特
に

土
地
管
理
が
土
地
利
用
の
高
度
化
を
と
も
な
っ
て
進
む
た
め
に
は
利
用
主

体
の
あ
り
方
が
問
題
と
な
る
。
生
産
組
織
等
は
、
個
別
の
利
用
主
体
を
補

完
、
な
い
し
は
自
ら
が
利
用
主
体
の
一
部
を
構
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ

れ
を
支
え
た
り
、
あ
る
い
は
集
落
で
の
土
地
利
用
の
計
画
化
や
利
用
権
と

所
有
権
と
の
調
整
に
か
か
わ
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
こ
う
し
た
集

団
的
土
地
管
理
の
具
体
的
態
様
を
地
域
農
業
の
組
織
化
と
の
関
連
に
お
い

て
と
ら
え
、
更
に
そ
れ
を
支
え
る
町
村
自
治
体
の
役
割
に
つ
い
て
も
考
え

て
み
た
い
、
と
い
う
の
が
本
稿
の
第
二
の
狙
い
で
あ
る
。

九
四

同
円
、
調
棄
地
の
概
要
と
位
置
づ
け

川
、
調
査
地
、
愛
東
町
は
滋
賀
県
の
湖
東
地
域
に
位
置
し
て
琵
琶
湖
ぞ

い
の
平
野
部
と
鈴
鹿
山
脈
と
の
中
間
に
あ
り
、
鈴
鹿
山
脈
を
背
に
し
て
西

南
に
展
開
す
る
扇
状
形
の
東
高
西
低
の
綬
傾
斜
地
帯
で
、
南
部
は
鈴
鹿
山

脈
か
ら
琵
琶
湖
に
注
ぐ
愛
知
川
を
境
に
し
て
八
日
市
市
に
、
東
部
は
永
源

寺
町
に
、
西
部
は
湖
東
町
に
接
し
て
い
る
(
第
一
図
)
。

総
面
積
四
一
五
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
耕
地
は
約
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、

そ
の
う
ち
東
部
は
鈴
鹿
山
系
に
続
く
緩
や
か
な
洪
積
台
地
、
西
部
は
愛
知

川
の
沖
積
層
で
、
後
者
は
古
く
か
ら
愛
知
川
か
ら
直
接
取
水
す
る
水
田
地

帯
と
な
っ
て
い
た
が
、
前
者
の
地
域
は
昭
和
四

0
年
代
後
半
愛
知
川
の
上

流
に
造
成
さ
れ
た
ダ
ム
か
ら
の
用
水
を
え
る
ま
で
は
溜
池
や
ポ
ン
プ
揚
水

に
依
存
す
る
用
水
の
不
安
定
な
地
域
で
あ
っ
た
。

年
平
均
気
温
は
摂
氏
一
四
・
四
度
で
比
較
的
温
和
で
あ
る
が
、
一
二
月

下
旬
か
ら
三
月
下
旬
に
か
け
て
は
降
習
を
み
る
地
域
で
も
あ
る
(
降
雪
量

は
平
均
三
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)
。

こ
の
地
域
ほ
東
海
道
本
線
が
走
る
平
野
部
の
地
域
に
対
し
て
や
や
周
辺

部
的
な
立
地
条
件
に
あ
り
、
交
通
は
鉄
道
の
便
が
な
く
専
ら
道
路
交
通
に

依
存
し
て
い
る
。
名
神
高
速
道
路
が
町
の
西
北
部
を
走
り
、
こ
れ
を
利
用

す
れ
ば
京
都
ま
で
約
一
時
間
、
大
阪
・
名
古
屋
ま
で
は
、
一
・
五

t
二
時

間
で
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
四

0
年
代
以
後
の
進
出
企
業
が
多
数
立
地

す
る
八
日
市
市
や
草
津
市
方
面
へ
は
車
で
三

O
分
か
ら
一
時
間
で
通
う
こ



愛東町概要図

と
が
可
能
で
あ
り
、
愛
東
町
か
ら
こ
の
方
面
に

多
数
の
人
が
通
勤
で
就
業
し
て
い
る
。

世
帯
数
お
よ
び
人
口
は
、
一
三
二
八
世
帯
、

五
八
四
五
人
(
昭
和
五
五
年
)
、
う
ち
農
家
は

九
一
九
戸
、
四
四
三
八
人
で
、
就
業
人
口
比
で

は
農
業
が
約
三
分
の
一
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
く

な
っ
て
い
る
が
、
農
業
が
町
の
基
幹
産
業
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
、
町
内
で
の
立
地
企
業
も
少

な
く
、
山
地
以
外
は
農
業
振
興
地
域
と
さ
れ
、

農
地
の
転
用
も
少
な
く
依
然
純
農
村
的
な
景
観

か
ヱ
ホ
し
て
い
る
。

こ
の
愛
東
町
で
は
、
四

0
年
代
後
半
の
愛
知

川
ダ
ム
か
ら
の
通
水
後
、
町
内
全
域
で
圃
場
整

備
事
業
が
順
次
実
施
さ
れ
、
そ
れ
を
契
機
と
し

て
ほ
と
ん
ど
の
集
落
で
集
落
ぐ
る
み
の
営
農
組

合
(
生
産
組
織
)
が
組
織
さ
れ
、
さ
ら
に
水
田

利
用
再
編
対
策
に
対
し
て
も
大
部
分
の
集
落
で

集
団
転
作
、
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
対

応
し
、
ま
た
そ
の
取
組
み
の
過
程
で
集
落
・
営

農
組
合
が
作
業
受
委
託
や
土
地
利
用
の
調
整
に

あ
た
り
、
集
団
的
土
地
利
用
・
土
地
管
理
に
向

第 l図

九
五
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賀|愛

主要農業指標の比較第[:表

東

66 

50 

15 

82 

60 

5 

68 

lCヲ

12.6 

7. 7 

7.0 

*(1∞〉

111. 0 

都府県

E兼恒勤農家割合

補助者もいない農家割合

男子専従者のいる重量家割合

米の収穫栽培面積割合

耕起請負わせ農家割合

うち請負わせ先個人の割合

生産組織参加農家割合

l戸当たり耕地面積 (a)

2ha以上農家割合

借入面積割合

( 1 ) 利用権設定率

(2) 区画整理面積割合

(3) 耕地利用率

67 

57 

7 

90 

lヲ

74 

12 

74 

3. 7 

11. 5 

4.2 

41 

98. 7 

畿|滋
55 

49 

18 

72 

13 

83 

7 

55 

1.5 

7.2 

3.2 

24 

ヲ9.1

44 

32 

29 

60 

18 

81 

10 

82 

7.3 

5. 7 

2.8 

51 

104.7 

資料:(1)， (2)， (3)以外は1980年セソサス.

(1)は昭和59年 6月現在.

(2)は農水省統計情報部『昭和52年生産環境別耕地面積調査報告書』より.

(3)は昭和58年作物統計.

注*は昭和的年度圃場整備事業完了時の見込数.

九
ノ、

か
う
動
き
も
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。
こ
こ
で
は
兼
業
稲
作
が
支

配
的
に
な
り
つ
つ
も
、
一
方
で
営
農
組
合
の
組
織
化
に
よ
っ
て

集
落
の
農
業
全
体
と
し
て
の
生
産
力
の
維
持
を
は
か
る
動
き
ゃ
、

そ
さ
い
、
果
樹
等
の
部
門
の
導
入
、
育
成
を
は
か
り
、
複
合
化

を
進
め
よ
う
と
す
る
動
き
な
ど
、
町
に
主
導
さ
れ
つ
つ
積
極
的

な
農
業
展
開
の
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
で
の
愛
東
町
の
農
業
の
特
徴
を
、
滋
賀
県
の
動

向
と
対
比
し
て
簡
単
に
概
括
し
て
お
け
ば
(
第
l
表
可
耕
地

規
模
の
零
細
な
近
畿
・
滋
賀
の
中
で
愛
東
町
は
比
較
的
規
模
が

大
き
く
、
一
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
層
も
厚
い
こ
と
、

E
兼
農
家

が
い
ず
れ
も
圧
倒
的
な
割
合
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
中
で
男
子
専
従
者
の
い
る
農
家
割
合
が
県
平
均
よ
り
や
や

高
く
、
そ
さ
い
や
麦
・
大
一
旦
の
復
活
等
で
耕
地
利
用
率
も
比
較

的
高
く
な
っ
て
い
る
と
と
、
闘
場
整
備
が
一
巡
し
て
そ
の
割
合

が
極
め
て
高
く
、
集
落
ぐ
る
み
の
営
農
組
合
の
組
織
化
に
よ
っ

て
生
産
組
織
参
加
農
家
割
合
が
際
立
っ
て
高
く
、
そ
こ
へ
の
作

業
受
委
託
の
体
制
が
一
般
化
し
て
い
る
こ
と
、
借
入
面
積
割
合

自
体
は
そ
れ
ほ
ど
高
一
〈
な
い
が
、
町
の
積
極
的
な
取
組
み
も
あ

っ
て
借
地
の
ほ
と
ん
H

ど
が
利
用
権
設
定
に
つ
な
げ
ら
れ
、
地
域

農
業
の
組
織
化
の
積
極
的
な
取
組
み
が
そ
こ
に
反
映
し
て
い
る

(

3

)

 

と
み
ら
れ
る
こ
と
、
な
ど
の
特
徴
、
が
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。



専兼別・経営耕地規模原j農家数の推移(愛東町)第 2表
〈単位:戸〉

55 45 昭35

919 

専 業 565 68 52 
専
兼 I 兼 497 468 91 

兼 262 487 776 

0.5 ha 未 満 287 291 242 
経
営 0.5- 391 293 238 
耕
地 - 2 354 369 323 
規
模 2 - 3 26 62 95 
J51j 

3 ha 以 上 4 B 21 

1，023 1，062 数家農総

資料:各年農業セ γサス.

な
お
、
農
家
構
成
の
変
化
の
特
徴
に
も
ふ
れ
て
お
け
ば
、
第
2
表
に
示

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
兼
業
化
は
、
昭
和
三

0
年
代
後
半
か
ら
の
名
神
高
速

道
路
の
建
設
に
と
も
な
う
湖
東
地
域
へ
の
進
出
企
業
の
増
加
、
農
外
雇
用

機
会
の
拡
大
に
と
も
な
う
農
外
へ
の
労
働
力
流
出
・
専
業
農
家
の
著
減
、

そ
し
て
四

0
年
代
後
半
か
ら
は
近
隣
市
町
村
で
の
雇
用
機
会
の
一
層
の
拡

大
と
圃
場
整
備
、
稲
作
機
械
化
一
貫
体
系
の
確
立
に
よ
っ
て
兼
業
化
に
一

層
の
ド
ラ
イ
ブ
が
か
け
ら
れ
、
女
子
ま
で
、
農
外
就
業
が
一
般
化
し
、
-

兼
の
著
減
・
圧
倒
的
な

E
兼
化
が
進
行
す
る
と
い
う
こ
段
階
を
経
て
展
開

ハ
4
〉

し
て
い
る
。
そ
の
過
程
は
後
述
す
る
滋
賀
県
全
体
の
動
向
と
ほ
ぼ
同
じ
で

あ
る
。
こ
の
間
耕
地
規
模
別
構
成
で
は
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
が
か
な
り
の

テ
ン
ポ
で
増
加
し
て
お
り
、
こ
の
層
は
近
畿
・
滋
賀
の
中
で
は
珍
し
い
ほ

ど
の
厚
さ
と
な
っ
て
い
る
。

問
、
以
上
の
よ
う
な
愛
東
町
の
農
業
展
開
の
近
畿
・
滋
賀
で
の
位
置
づ

け
と
特
徴
を
み
る
た
め
に
、
最
近
の
近
畿
・
滋
賀
の
農
業
の
動
向
の
特
徴

を
簡
単
に
整
理
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
近
年
の
滋
賀
県
農
業
の
動
向

に
関
し
て
は
、
要
約
的
に
い
え
ば
、
労
働
市
場
、
農
家
労
働
力
の
就
業
構

造
に
お
け
る
大
都
市
近
郊
・
近
畿
的
タ
イ
プ
へ
の
接
近
、
土
地
利
用
面
に

お
け
る
北
陸
的
な
稲
単
作
型
農
業
の
展
開
、
こ
の
両
者
が
重
な
っ
た
と
こ

ろ
で
の
稲
単
作
E
兼
農
家
が
圧
倒
的
比
重
を
も
っ
農
業
構
造
の
形
成
、
等

の
諸
特
徴
が
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

高
度
成
長
初
期
の
段
階
ま
で
の
滋
賀
県
農
業
は
、
近
畿
地
域
の
農
業
の

九
七



専兼別農家構成の推移の地域比較第 3表

陸

専 34.5 26.4 30.0 

昭和35年 I 兼 38.0 37.3 30.4 42.5 

E 兼 27.5 36.3 34.5 27.6 

専 14.6 9.9 6.1 

45年 I 兼 33.8 22.9 32.3 39.9 

E 兼 51. 6 67.1 61. 9 54.0 

13.6 10.2 4.3 5.6 

I 17.4 10.0 6. 7 13.5 
60年

E 兼 69.1 79.8 88.8 80.9 

うち恒望書 51. 2 59目 6 73.3 63.6 

l戸当たり「主に恒常的
1. 22 1. 28 1. 64 1. 59 

勤務」兼業従事者数(人〉

〔単位:%) 

賀滋畿近都府県

資料:各年農業セ γ サス.

九
八

中
で
最
も
後
進
的
な
構
造
を
も
っ
と
さ
れ
て
い
た
。
第
一
次
産
業
の
割
合

が
圧
倒
的
に
大
き
く
第
二
次
・
第
三
次
産
業
の
割
合
は
小
さ
い
産
業
構
成
・

就
業
構
造
の
も
と
で
、
滋
賀
県
内
の
労
働
市
場
は
繊
維
工
業
中
心
の
女
子

型
労
働
市
場
で
狭
隆
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
零
細
な
耕
地
の
も
と
で
集
約
的

な
多
角
・
多
毛
作
経
営
を
特
徴
と
し
て
い
た
近
畿
型
農
業
に
対
し
、
滋
賀

県
の
農
業
は
高
い
農
家
率
と
「
中
堅
層
」
の
分
厚
い
存
在
・
主
穀
中
心
の

(
5〉

単
純
な
二
毛
作
経
営
等
を
特
徴
と
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
こ
う
し
た
特
徴
は
高
度
成
長
以
後
大
き
く
変
化
し
、
滋
賀
県
農

業
の
位
置
づ
け
に
も
一
定
の
変
化
が
生
じ
た
。
ま
ず
労
働
市
場
で
は
、
名

神
高
速
道
路
・
東
海
道
新
幹
線
の
建
設
を
契
機
に
昭
和
三

0
年
代
後
半
か

ら
四

0
年
代
に
か
け
て
湖
南
・
湖
東
地
域
を
中
心
に
金
属
・
機
械
工
業
・

化
学
工
業
関
係
の
工
場
の
新
設
が
進
み
、
県
内
の
労
働
市
場
は
男
子
型
の

内
陸
重
工
業
中
心
の
労
働
市
場
に
転
換
し
て
飛
躍
的
に
拡
大
し
た
。
そ
れ

は
京
阪
神
方
面
へ
の
通
勤
圏
の
拡
大
と
も
あ
い
ま
っ
て
農
家
労
働
力
の
農

外
就
業
機
会
を
急
激
か
つ
大
幅
に
拡
大
し
、
滋
賀
県
の
農
家
の
兼
業
化
は

他
地
域
を
上
ま
わ
る
猛
烈
な
勢
い
で
進
行
し
た
。
第
3
表
に
み
る
よ
う
に

滋
賀
県
は
高
度
成
長
が
始
ま
る
前
は
専
業
農
家
割
合
は
都
府
県
平
均
よ
り

高
か
っ
た
が
、
そ
の
後
な
だ
れ
を
う
っ
て
兼
業
に
傾
斜
し
(
昭
和
四

0
年

代
前
半
ま
で
は
専
業
農
家
の
著
減
、
後
半
以
後
は

I
兼
農
家
の
著
減
に
よ

る
圧
倒
的
な

H
兼
化
)
、
現
在
は
兼
業
最
深
化
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
圧
倒
的
な
H
兼
化
の
中
で
も
恒
常
的
勤
務
の
第
E
種
兼
業
農
家
の



従業員規模別・勤務年数別恒常的勤務者の割合第 4表
〈単位:%J 

陵ゴヒ賀滋畿i丘都府県

33.8 

65.7 

従
1 - 29人 27.3 21. 9 20.0 31. 7 

業 30 - 99 21. 4 29.8 20.3 25.1 
員 100 - 29ヲ 12.4 12. 3 15.9 13.0 
規
模 300人以 上 22.4 26.3 30.2 16.9 

，glj I官 ! 15.6 19.8 12.8 

5 年 未 満 35.8 30.ヲ 3しl 32.4 

5 - 10 22.6 20.6 23.1 24.0 

年 10 - 15 18.1 18.0 18.4 19.9 
数 15 - 20 9.2 11. 1 11. 5 9.9 ，glj 

20 年 以 上 13.4 18.7 15.9 13.4 

39.4 

60.6 

52.3 

47.7 

42.0 

57.0 

恒 常 的 職 員勤務者

恒常的賃労働勤務者

資料..農水省統計情報部『昭和59年農業調査結果報告書~.

割
合
が
際
立
っ
て
高
い
の
が
滋
賀
の
特
徴
で
あ
る
が
、
農
水
省
統
計
情
報

部
『
昭
和
五
九
年
農
業
調
査
結
果
報
告
書
』
に
よ
る
と
、
こ
の
恒
常
的
勤

務
者
の
従
業
員
規
模
別
・
勤
務
年
数
別
の
構
成
で
は
、
第
4
表
の
よ
う
に

都
府
県
・
北
陸
と
対
比
し
て
滋
賀
は
従
業
員
規
模
の
大
き
い
と
こ
ろ
に
勤

務
す
る
割
合
が
高
く
、
勤
務
年
数
も
長
く
、
近
畿
の
型
に
近
接
し
て
い
る

こ
と
が
う
か
事
か
え
る
。

そ
れ
と
と
も
に
賃
金
水
準
も
全
国
的
な
賃
金
上
昇
率
を
大
き
く
上
ま
わ

っ
て
上
昇
し
、
か
つ
て
の
低
賃
金
県
か
ら
相
対
的
に
高
賃
金
の
県
に
捻
転

し
た
。
例
え
ば
、
労
働
省
『
毎
月
勤
労
統
計
』
で
み
る
と
、
三

O
人
規
模

以
上
の
一
人
平
均
月
間
現
金
給
与
額
の
昭
和
三
五
年
か
ら
五
八
年
の
問
の

上
昇
率
は
、
滋
賀
で
は
全
国
平
均
の
一
二
・
二
倍
を
大
幅
に
上
ま
わ
り
、

一
四
・
五
倍
で
、
全
国
第
二
位
の
上
昇
率
を
示
し
、
そ
の
結
果
、
現
金
給

与
額
の
水
準
は
三
五
年
の
全
国
第
四

O
位
か
ら
五
八
年
の
第
二
位
へ
上

昇
し
て
い
る
。
農
水
省
統
計
情
報
部
『
農
家
経
済
調
査
』
に
よ
る
一
日
当

た
り
恒
常
的
賃
労
働
労
貨
を
み
て
も
、
第
5
表
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

昭
和
三
五
年
時
点
で
は
滋
賀
は
東
北
を
も
か
な
り
下
ま
わ
る
低
い
水
準
で

あ
っ
た
が
、
五
八
年
に
は
東
北
・
北
陸
を
上
ま
わ
り
、
近
畿
・
東
海
の
水

準
に
か
な
り
接
近
し
つ
つ
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
労
働
市
場
・
農
家
労
働
力
の
就
業
構
造
の
面
に
お
い
て

は
、
滋
賀
は
大
都
市
近
郊
・
近
畿
の
タ
イ
プ
に
か
な
り
近
く
な
っ
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
よ
う
。

九
九



土
地
利
用
・
経
営
組
織
の
面
に

つ
い
て
み
る
と
、
九
一
%
と
い
う

全
闘
で
も
極
め
て
高
い
水
田
率
の

も
と
で
、
作
目
構
成
で
は
か
つ
て

は
か
な
り
高
い
割
合
を
占
め
て
い

た
麦
・
菜
種
・
れ
ん
げ
等
の
裏
作

が
兼
業
の
深
化
と
と
も
に
衰
退
し

て
稲
に
集
中
し
(
作
付
・
収
穫
の

ベ
面
積
に
占
め
る
稲
の
割
合
は
五

七
年
で
近
畿
の
五
七
%
に
対
し
滋

賀
は
七
三
%
で
北
陸
と
ほ
ぼ
同
水

準
)
、
農
業
経
営
組
織
面
で
も
農

産
物
販
売
農
家
中
の
稲
単
一
経
営

の
割
合
は
九
三
%
を
占
め
、
近
畿

の
六
二
%
は
勿
論
、
北
陸
の
八
七
%
を
も
上
ま
わ
っ
て
い
る
(
一
九
八

O

年
セ
ン
サ
ス
)
。
土
地
利
用
・
経
営
組
織
面
で
は
北
陸
以
上
に
稲
単
作
的

に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
労
働
市
場
と
土
地
利
用
面
で
の
特
質
が
重
な
り
、
両
者

が
相
互
促
進
的
に
作
用
す
る
中
で
、
稲
単
作
E
兼
農
家
が
圧
倒
的
な
比
重

(

6

)

 

を
も
っ
農
業
構
造
が
形
成
さ
れ
て
き
て
い
る
。
耕
地
規
模
(
規
模
別
農
家

割
合
、
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
層
の
割
合
等
)
で
は
従
来
よ
り
近
畿
と
北
陸

1日(8時間〕当たり恒常的賃労働労賃

l8，28ヲ円(l∞〉

18，568 (lO3) 

8，304 (8l) 

7，358 (72) 

9，585 ( 93) 

68l円(100)I 

589 (86) I 

514 (75) I 

469 (6ヲ〕

4l6 (6l) 

資料:農水省統計情報部『農家経済調査~.

58 昭35

第 5表

畿

海

陵

北

賀

近

東

北

東

滋

と
の
中
間
に
位
置
し
て
い

る
が
、
借
地
面
積
割
合
は
、

=
了
六
%
で
ふ
の
り
、
石

川
県
に
次
い
で
会
古
回
第
二

位
、
九
州
・
北
陸
の
諸
県

等
と
と
も
に
借
地
割
合
が

最
も
高
い
地
域
と
な
っ
て

お
り
(
農
水
省
統
計
情
報

部
『
一
九
八
五
年
農
業
セ

ン
サ
ス
農
業
事
並
木
体
調
査

結
果
の
概
要
』
〉
、
利
用
機

設
定
率
も
上
位
県
に
属
し

(

7

)

 

て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
関

連
し
て
注
目
し
て
お
き
た

い
の
は
、
第
6
古
衣
に
み
る

よ
う
に
経
営
耕
地
に
差
引

き
増
減
の
あ
っ
た
農
家
割

合
が
滋
賀
で
は
極
め
て
高

く
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
割
ム
ロ
は
増
加

農
家
に
つ
い
て
も
減
少
農

O 
O 

59 

7.9 

6.8 

7.4 

lO.5 

経営耕地に差引き増減のあった農家の割合第 6表

都 府県

近畿

北陸

滋賀

農水省統計情報部『農業調査』より.

差引き増減のあった農家数の総農家数に対する割合である.

注(1)
(2) 



農機具保有・稲作作業請負わせ状況等の地域比較
(単位・台， %) 

i東北|北陸|東海|近畿 i滋賀|山陽

第 7表

15P S以上トラクター 37 29 17 24 35 18 
農家 l∞戸当

動 力 田 植機 53 54 40 70 50 
たり保有台数

自脱型コンバイ γ 22 46 20 33 63 27 

生産組織参加農家割合 17 15 7 17 5 

主井起請負わせ農家割合 24 18 22 17 10 

稲刈・脱穀言背負わせ農家割合 28 22 24 18 17 16 

l 主 農 家 75 55 66 83 74 

稲刈・脱穀を 主に受託組織 12 18 15 ヲ 12 7 
請負わせた主

主に農協 4 16 17 4 10 な相手先

主に請負業者 3 14 8 9 

資料農水省統計情報部[f1985年農業センサス農業事業体調査結果の概要.!I.

家
に
つ
い
て
も
、
低
割
合
の
近
畿
は
勿
論
、
北
陸
を
も
か
な
り
上
ま
わ
っ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
各
戸
の
経
営
耕
地
の
変
動
性
が
大
き
い
と
い
う
こ

と
、
ひ
い
て
は
階
層
構
成
が
相
対
的
に
変
動
的
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
も
の
と
い
え
よ
う
。
稲
単
作
兼
業
の
も
と
で
借
地
面
積
割
合
が
高
い
の

も
恐
ら
く
こ
の
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
近
畿
は
山
陽
等
と
と
も
に
零
細
な
規
模
に
も
か
か
わ
ら
ず
相
対

的
に
規
模
の
大
き
い
東
北
・
北
陸
に
並
ぶ
ほ
ど
の
農
業
機
械
の
導
入
に
よ

っ
て
過
剰
投
資
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
た
め
も
あ
っ
て
作
業
受
委
託
の
展
開

が
低
位
で
生
産
組
織
へ
の
参
加
等
も
あ
ま
り
多
く
な
い
(
第
7
表
)
。
総

兼
業
化
の
状
況
の
も
と
で
の
担
い
手
の
弱
体
化
、
個
別
的
な
機
械
化
対
応

の
一
般
化
、
そ
れ
に
と
も
な
う
稲
作
の
高
コ
ス
ト
化
等
と
し
て
指
摘
さ
れ

て
い
る
問
題
で
あ
る
。

そ
の
中
で
滋
賀
は
農
業
機
械
の
過
剰
導
入
傾
向
は
よ
り
一
層
顕
著
で
あ

る
も
の
の
、
作
業
受
委
託
の
展
開
は
か
な
り
み
ら
れ
、
生
産
組
織
へ
の
参

加
は
東
北
・
北
陸
と
ほ
ぼ
同
じ
程
度
で
進
ん
で
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
点

で
あ
る
(
受
託
組
織
へ
の
作
業
請
負
わ
せ
も
比
較
的
多
い

Y

こ
の
点
で

は
滋
賀
は
、
稲
作
を
基
盤
に
し
て
平
場
で
基
盤
整
備
が
か
な
り
進
ん
で
い

る
こ
と
も
手
伝
っ
て
、
近
畿
よ
り
も
む
し
ろ
東
北
・
北
陸
の
稲
単
作
地
帯

に
近
い
展
開
を
示
し
て
い
る
地
域
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

で
あ
る
。

問
、
次
に
滋
賀
県
内
の
地
域
性
に
目
を
転
ず
れ
ば
、
以
上
の
諸
特
徴
の

O 
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市町村別借地面積割合と利用権設定率(滋賀県〉

う
ち
、
近
畿
的
特
徴
は
湖
南
・
湖
東
地
域
で
、

北
陸
的
な
特
徴
は
湖
北
地
域
や
湖
東
、
湖
西
の

一
部
地
域
に
よ
り
強
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
例

え
ば
、

E
兼
農
家
率
、
な
か
で
も
雇
用
兼
業
農

家
率
は
湖
南
・
湖
東
で
と
く
に
高
く
て
湖
北
・

湖
西
で
は
や
や
低
め
で
あ
り
、
他
方
米
へ
の
特

化
・
単
作
化
傾
向
は
湖
北
地
域
で
よ
り
強
く
な

っ
て
い
る
(
以
上
一
九
八

O
年
セ
ン
サ
ス
結

果)。

第 2図

さ
き
に
み
た
よ
う
に
滋
賀
県
全
体
と
し
て
も

か
な
り
顕
著
な
借
地
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
次

の
第
二
図
の
よ
う
に
、
概
し
て
い
う
な
ら
ば
湖

北
の
市
町
村
で
借
地
面
積
割
合
が
高
い
と
同
時

に
利
用
権
設
定
率
も
非
常
に
高
い
(
利
用
権
設

定
率
は
こ
の
他
湖
西
・
湖
東
の
一
部
の
市
町
村

で
も
高
い
)
。
こ
れ
に
対
し
中
部
・
甲
賀
も
ふ
く

め
湖
南
地
域
の
市
町
村
は
借
地
面
積
割
合
は
低

く
、
と
く
に
利
用
権
設
定
率
は
低
位
で
あ
り
、

借
地
の
進
展
の
仕
方
に
は
大
き
な
地
域
差
が
生

じ
て
い
る
。
生
産
組
織
へ
の
参
加
と
作
業
受
委

託
の
展
開
の
状
況
を
み
て
み
る
と
(
第
三
図
)
、



。愛来
ム

• 51{ 

7C 

• 60 

。
ヨ二

J!E ... 
叫 50

剥l

。• 
A
H
v
 

aaτ 

総

参

ム
O 加l

A
H
v
 

n喝
U
V

農

家

A 

{;-20 
O 

O × X 

A -
a 

x 
畠10 

O 

省
A A

 
a
o
x
 

60% 

ー【ロ

~L品1b旦ヨト事なd一一-，0 l 

10 20 30 40 50 
水稲作糾起 ;lijflわせ農家割合

第3図市町村別生産組織参加農家割合と作業請負わせ農家割合(滋賀県)
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全
体
と
し
て
は
低
位
な
中
で
市

町
村
聞
の
パ
ラ
つ
き
が
大
き
い

が
、
こ
れ
も
概
し
て
い
う
な
ら

ば
湖
北
・
湖
東
地
域
の
一
部
市

町
村
で
生
産
組
織
参
加
農
家
割

合
と
耕
起
請
負
わ
せ
農
家
割
合

が
と
も
に
高
く
な
っ
て
い
る
。

生
産
組
織
が
普
及
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
は
作
業
受
委
託
も
進
ん

で
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
湖
南
地
域
を
は
じ
め
他
の
市

町
村
で
は
生
産
組
織
参
加
農
家

割
合
は
低
く
、
受
委
託
も
進
ん

で
い
な
い
。
農
機
具
の
過
剰
導

入
と
担
い
手
の
弱
体
化
が
そ
の

要
因
で
あ
る
。
さ
き
に
み
た
農

機
具
の
過
剰
導
入
・
受
委
託
未

展
開
と
い
っ
た
諸
特
徴
は
こ
れ

ら
の
地
域
で
よ
り
強
く
あ
ら
わ

れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
地
域
性
を
一
ホ

O 



《
ノ
1
卜
》

地
域
農
業
の
組
織
化
と
農
地
流
動
化
・
集
団
的
土
地
管
理

し
つ
つ
、
湖
北
地
域
や
湖
東
・
湖
西
の
一
部
市
町
村
で
は
生
産
組
織
の
参

加
農
家
割
合
の
高
さ
が
作
業
受
委
託
の
展
開
と
結
び
つ
き
、
更
に
は
利
用

権
設
定
率
、
借
地
面
積
割
合
の
高
さ
と
も
結
び
つ
い
て
い
る
。
滋
賀
県
に

お
け
る
地
域
農
業
の
組
織
化
・
再
編
の
取
組
み
が
こ
れ
ら
の
市
町
村
を
中

心
に
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
反
映
で
あ
ろ
う
。
我
々
が
調
査
対
象

と
し
た
愛
東
町
は
湖
東
地
域
に
あ
る
が
、
こ
う
し
た
動
き
の
一
つ
の
頂
点

に
立
つ
市
町
村
で
あ
り
、
滋
賀
県
に
お
け
る
土
地
利
用
型
農
業
の
展
開
の

可
能
性
を
探
る
上
で
貴
重
な
素
材
を
提
供
し
て
く
れ
る
事
例
で
あ
る
。

注
(

l

)

こ
の
調
査
の
全
体
の
調
査
報
告
に
つ
い
て
は
、
特
別
研
究

「
高
生
産
性
土
地
利
用
型
営
農
主
体
の
形
成
条
件
及
び
経
蛍
管

理
方
式
の
解
明
」
研
究
資
料
第
一
号
『
地
域
農
業
の
構
造
と
再

編
方
向
(
I
〉
|
|
滋
賀
県
愛
東
町
実
態
調
査
報
告
|
|
』
(
農

業
総
合
研
究
所
、
昭
和
六
一
年
)
参
照
c

(
2
〉
田
代
洋
一
「
農
地
の
公
的
管
理
と
流
動
化
」
(
『
土
地
と
農
業
』

札
抽
出
、
全
国
農
地
保
有
合
理
化
協
会
)
、
宇
佐
美
繁
「
集
団
的

土
地
利
用
・
土
地
管
理
主
体
論
に
よ
せ
て
」
(
「
特
別
研
究
日
本

農
業
の
構
造
と
展
開
方
向
」
研
究
資
料
第
日
号
『
経
営
複
合
化

と
土
地
管
理
主
体
』
、
農
業
総
合
研
究
所
、
昭
和
五
八
年
)
、
磯

辺
俊
彦
「
集
団
的
土
地
管
理
の
論
点
整
理
」
(
『
農
用
地
の
集
団

的
利
用
(

2

)

』
、
農
政
調
査
委
員
会
、
昭
和
五
七
年
)
参
照
。

(

3

)

以
上
の
点
に
つ
い
て
詳
し
〈
は
宇
野
忠
義
「
課
題
と
構
成
」

(
前
掲
『
地
域
農
業
の
構
造
と
再
編
方
向
(

I

)

』
)
参
照
。

一O
四

(

4

)

松
久
勉
「
愛
東
町
に
お
け
る
就
業
構
造
の
変
化
」
(
同
右
書

所
収
)
。

(

5

)

奥
地
正
「
工
業
化
と
農
業
構
造
の
変
貌
過
程
1

1

滋
賀
県
農

業
の
場
合
1
1
1
」
(
井
上
精
丸
編
『
近
畿
型
農
業
の
発
展
条
件
に

関
す
る
研
究
|
|
労
働
市
場
と
の
関
係
を
中
心
と
し
て
|
|
』
、

昭
和
三
七
年
度
農
林
水
産
業
特
別
試
験
研
究
費
補
助
金
に
よ
る

研
向
九
報
告
書
)
。
な
お
、
近
畿
型
農
業
の
特
徴
に
関
し
て
は
、

同
書
の
他
、
最
近
の
も
の
と
し
て
は
、
御
園
喜
博
編
著
『
都
市

化
の
な
か
の
農
業
再
建
』
(
講
座
日
本
の
社
会
と
農
業
5
、

日
本
経
済
評
論
社
、
昭
和
六

O
年
)
第
一
編
参
照
。

(

6

)

か
つ
て
滋
賀
農
業
を
、
前
述
し
た
よ
う
に
特
徴
づ
け
、
近
畿

型
農
業
と
の
異
質
性
・
東
北
型
農
業
の
特
質
と
の
同
一
性
に
お

い
て
近
畿
型
農
業
の
極
北
に
あ
る
と
し
た
前
掲
奥
地
論
文
に
対

し
、
現
段
階
の
滋
賀
農
業
に
つ
い
て
小
池
恒
男
氏
は
、
「
東
北
・

北
陸
・
近
畿
・
東
海
の
特
質
を
あ
わ
せ
も
っ
て
い
る
」
と
し
て

い
る
(
小
池
『
集
団
的
土
地
利
用
形
成
の
条
件
』
、
農
林
統
計

協
会
昭
和
五
八
年
、
一
四
頁
)
。
我
々
と
し
て
は
、
歴
史
的

条
件
と
し
て
経
蛍
規
模
・
階
層
構
成
等
で
は
近
畿
と
北
陸
と
の

中
間
的
な
と
こ
ろ
に
あ
り
、
そ
の
も
と
で
近
年
に
お
け
る
労

働
市
場
・
農
家
労
働
力
の
就
業
構
造
面
で
の
近
畿
的
タ
イ
プ
へ

の
接
近
と
、
土
地
利
用
面
で
の
北
陸
的
タ
イ
プ
と
が
重
な
っ
た

と
こ
ろ
に
現
在
の
滋
賀
農
業
の
特
質
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。



(

7

)

滋
賀
県
で
こ
の
よ
う
に
借
地
面
積
割
合
が
高
い
の
は
何
故
か
、

こ
の
点
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
確
定
的
な
答
え
を
用
意
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
滋
賀
県
は
戦
前
は
中
小
零
細
地
主
の
地
域
で
、

し
た
が
っ
て
農
地
改
革
も
木
徹
底
で
残
存
小
作
地
率
も
昭
和
二

四
年
で
一
七
・
六
%
と
高
か
っ
た
(
『
滋
賀
県
史
』
第
三
巻
農
林

篇
)
。
そ
の
影
響
も
あ
り
借
入
面
積
率
は
そ
の
後
も
四

O
年
一

0
・
四
%
、
四
五
年
一
了
五
%
、
五

O
年
一

0
・
二
%
、
五
五
年

一
一
・
五
%
と
一
貫
し
て
高
い
。
高
い
残
存
小
作
地
率
が
借
地

面
積
割
合
の
高
さ
の
一
つ
の
重
要
な
要
因
で
は
あ
る
が
、
そ
れ

が
総
て
の
要
因
あ
る
い
は
主
要
な
要
因
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

こ
う
し
た
残
存
小
作
地
は
園
場
整
備
等
を
契
機
に
解
消
し
て
い

く
傾
向
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
事
実
、
一
九
八

O
年
七
ソ
サ
ス

事
後
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
滋
賀
で
は
水
田
の
借
入
地
の
う
ち

農
地
改
革
前
の
も
の
が
二
六
%
、
昭
和
四
五
年
以
後
の
も
の
が

四
五
%
で
、
前
者
は
近
畿
平
均
、
都
府
県
平
均
よ
り
も
低
い
。

滋
賀
で
も
現
在
の
借
入
地
の
主
流
は
兼
業
化
・

H
草
木
化
が
深
化

し
た
過
程
で
生
じ
た
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

特
に
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
湖
北
地
域
で
の
借
地
面
積
割

合
の
高
き
で
あ
る
。
こ
こ
は
歴
史
的
条
件
と
し
て
も
地
理
的
・

気
象
的
条
件
と
し
て
も
北
陸
の
石
川
・
福
井
に
か
な
り
近
い
が
、

こ
の
石
川
・
福
井
で
の
借
地
率
の
高
さ
の
要
因
に
関
し
て
は
中

野
氏
が
、
高
い
残
存
小
作
地
率
と
い
う
歴
史
的
条
件
と
と
も
に

機
業
兼
業
の
広
範
な
展
開
と
い
う
経
済
的
条
件
を
あ
げ
て
い
る

《
ノ
l
卜
》

地
域
農
業
の
組
織
化
と
農
地
流
動
化
・
集
団
的
土
地
管
理

(
中
野
一
新
「
現
代
の
土
地
問
題
と
農
地
の
所
有
・
利
用
構

造
」
、
京
都
府
農
地
行
政
史
編
纂
委
員
会
『
京
都
府
に
お
け
る

農
地
政
策
の
展
開
と
土
地
問
題
』
法
律
文
化
社
、
昭
和
五
七

年
)
。
な
お
、
こ
の
湖
北
地
域
は
、
利
用
権
設
定
率
が
際
立
っ

て
高
い
が
、
県
庁
で
の
聞
き
取
り
で
は
、
そ
の
要
因
と
し
て
町

の
推
進
体
制
と
と
も
に
農
地
改
革
ア
レ
ル
ギ
ー
の
少
な
さ
、
離

作
料
慣
行
が
存
在
し
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。
そ
う
し

た
下
地
の
上
に
重
工
業
関
係
の
企
業
立
地
に
よ
る
農
外
雇
用
機

会
、
通
勤
兼
業
機
会
の
拡
大
が
加
わ
り
賃
貸
借
の
増
加
を
促
進

し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

二
、
集
落
の
農
業
の
組
織
化
と
農
地
流
動
化
の
諸
類
型

パ
円
愛
東
町
の
農
業
は
、
前
節
で
も
ふ
れ
た
よ
う
に
滋
賀
県
内
に
お
け

る
周
辺
部
的
な
社
会
経
済
的
立
地
条
件
の
特
徴
も
あ
っ
て
、

E
兼
化
は
か

な
り
の
深
度
に
達
し
て
い
る
も
の
の
、
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
上
層
の
割

合
や
そ
の
増
加
テ
ン
ポ
、
耕
地
利
用
率
の
回
復
の
度
合
や
複
合
化
・
稲
単

作
か
ら
の
脱
却
の
度
合
等
に
お
い
て
県
平
均
の
水
準
を
か
な
り
上
ま
わ
っ

て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
な
お
農
業
展
開
的
な
要
素
を
残
し
て
い
る
。
そ

し
て
そ
れ
は
、
全
町
に
わ
た
る
園
場
整
備
の
推
進
と
集
落
ぐ
る
み
の
営
農

組
合
の
組
織
化
、
稲
単
作
か
ら
の
脱
却
の
た
め
の
野
菜
団
地
、
果
樹
団
地

の
育
成
、
水
田
利
用
再
編
対
策
等
で
の
土
地
利
用
の
調
整
・
組
織
化
へ
の

取
組
み
等
、
農
業
立
町
を
基
本
と
し
た
積
極
的
な
町
の
農
業
振
興
施
策
の

一O
五



の 構成 (愛東町〉

乗用ト

0.5 ha 借入国 利用権 生産組生産組ラ?!I 
イコンγノご プロツ 作業分 備 考

設定面織参加
織によー

未満農 る耕起 (台〕 (台〕 クロー担

積割合農家割 個組テーシ
人ー織ョ γ導 A.B! ( )内は音産農家数

il" 合 人ー織
有有入年次・ C-I

(%) I (%) (%) I (~の (~ら〕 有 有

7 4 168 2-6 44ーー l C 飼料作転作 (6戸〕

20 5 10 I 112 130 4-6 2-12 55年 C ~ 

7 ヲ 10 I 102 82 12-4 39-3 

29 17 4 I 103 40 23-1 17ー l C 飼料作転作 (3戸〕

5 6 95 185 2-5 7一一 5 55 A 

29 11 97 184 0-8 22一一18 54 A 

26 14 13 79 16 7-2 3-4 C 飼料作転作(1戸〉

15 7! 115 137 ]ヲ- 4 30-5 55 A 

16 10 16 81 7 I 46-3 46-3 55 A llha借地型稲作農家

40 8 3 59 C ( 1戸〕

22 13 19 115 26 13-2 14ー l 55 B ( 1戸)

27 19 20 100 126 3-3 5-3 55 A 

24 6 12 108 97 7-3 17-4 55 B 12ha借地型稲作農家

31 3 4 104 ヲ7 5-4 9-5 56 (2戸〉

23 6 7 97 93 3-2 2トー 1 55 B 

27 5 13 85 152 12一一 2 17一一 l 55 B くl戸〉

46 C 

38 10 6 86 32 1-1 1-1 56 B 

45 6 6 95 81 9-2 14-1 55 B (2戸〉

46 4 7 92 70! 17-3 37-2 55 A (3戸〕

71 4 

1ヲ 8. 6 

34 6.2 

26 7. 7 

一一一
より.

他は1980年センサス農業集落カードより.

~，麦地すき，大豆地すきの合計面積の割合‘

再編方向(1)J1)の第 l表と一致させている

O 
ノ、



O 
七

第 B表集落別の農業

農家 l戸当 2 hatJl1戸当四 十稲時中十自陣
農家林

集落番号 たり耕 上農家たり版円以上ー経営専業+かL、るかし、る 業農家

戸数 地面積 割合 売額 販売農農家割 I兼農農家君事l|兼業農 割合 家割合

家割合合 家割合合 家割合
(a) ~~) I~万円〕問問 i (%) I (~Io) 側側 (%) 

(A) 59 170 36 250 I 27 48 71 10 14 

(H) 58 149 28 224 26 29 34 35 62 12 

(B) 46 157 28 176 13 26 24 1 17 67 4 15 

(J) 35 123 14 235 17 49 26 14 74 11 

(E) 42 169 29 iヲ4 5 71 43 71 76 10 50 

(1) 86 117 19 137 10 36 12 10 70 14 5 

(1) 0 19 123 21 181 16 11 32 16 79 16 l'ヨ
(2) 0 40 123 13 89 5 10 10 85 3 4 

(0) 77 121 5 147 4 B 4 4 74 12 58 

(3) 0 48 94 15 116 10 B 4 13 81 4 10 

(4) 0 27 108 7 110 4 7 22 85 7 24 

(F) 41 90 2 98 2 20 7 15 68 15 41 

(G) 0 38 100 11 105 5 B 11 5 78 13 10 

(D) 0 48 89 2 62 6 2 8 52 15 53 

(C) 0 39 86 3 75 3 3 15 72 28 69 

(5) 0 26 77 60 4 80 B 44 
(6) 0 24 71 68 4 B 4 63 21 

(7) 0 42 63 70 5 2 76 19 58 

(8) 0 38 78 11 48 3 13 11 16 74 16 31 
(9) 0 72 63 46 l 4 6 4 74 14 50 

(10) 0 14 34 30 21 14 I 43 36 

西小椋 132 19 12 30 21 24 70 12 28 

角 井 86 6 3 6 7 10 74 14 47 

愛東町平均 109 13 7 18 14 I 17 72 13 37 

注(1) 生産組織の実績については町役場資料より(昭59突績)，転作についても町役場資料

生産組織参加農家割合はヲ80年センサ九農家戸数に対する組合員数の割合，その

(2) 生産組織による耕起面積割合は，料金の賦課対象面積に対する水稲の秋すき，春す
(3) 0印が旧角井地区，ないのが旧小椋地区の集落.

(4) 集落番号は相川良彦「生産組織の構造と集落の社会関係J(前掲『地域農業の構造と
(5) *は男子生産年齢人口がL、る専業農家.

(6) Aー肥培管理は個人，耕起・機種・収穫は営農組合受託.

Bー播種管理は栽培ごよみによる協定作業，耕起・収穫は営農組合受託.
Cー全作業が個人.



地
域
農
業
の
組
織
化
と
農
地
流
動
化
・
集
団
的
土
地
管
理

(

8

)

 

展
開
に
支
え
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
も
大
き
い
。

愛
東
町
は
農
業
展
開
の
自
然
的
・
歴
史
的
条
件
の
異
な
っ
た
二
つ
の
旧

(
9
)
 

村
か
ら
成
っ
て
い
る
。
一
つ
は
、
愛
知
川
ぞ
い
の
沖
積
土
を
か
か
え
た
地

域
に
立
地
し
、
経
営
規
模
も
大
き
く
、
基
盤
整
備
・
営
農
組
合
の
組
織
化

の
時
期
も
四

0
年
代
後
半
と
早
く
、
複
合
化
へ
の
取
組
み
も
進
ん
で
い
る

旧
西
小
椋
村
の
地
域
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
洪
積
層
に
立
地
し
、
か
つ

て
は
不
安
定
な
水
利
条
件
の
も
と
に
あ
っ
た
地
域
で
、
鈴
鹿
山
脈
が
東
側

背
後
に
迫
り
、
山
林
・
林
業
と
の
結
び
つ
き
が
深
く
、
経
営
規
模
は
小
さ

く
、
基
盤
整
備
・
営
農
組
合
の
組
織
化
も
遅
れ
(
五

0
年
代
に
入
っ
て
か

ら
)
、
稲
単
作
か
ら
の
脱
却
も
ま
だ
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
旧
角
井
村
の

地
域
で
あ
る
。

《
ノ

1
卜
》

こ
う
し
た
両
地
域
の
自
然
的
・
歴
史
的
条
件
の
差
と
も
あ
い
ま
っ
て
、

さ
き
に
ふ
れ
た
町
の
農
業
振
興
施
策
の
展
開
に
誘
導
さ
れ
た
農
業
の
組
織

化
と
い
う
方
向
で
は
大
き
く
共
通
し
つ
つ
も
、
各
集
落
毎
の
農
業
は
第
B

表
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
多
様
で
あ
り
、
営
農
組
合
に
よ
る
組
織
化
の
度
合

や
担
い
手
の
あ
り
方
、
あ
る
い
は
借
地
化
の
度
合
や
タ
イ
プ
等
か
ら
み
て

も
か
な
り
対
照
的
な
農
業
展
開
が
み
ら
れ
る
。

そ
こ
で
こ
う
し
た
多
様
性
を
示
す
集
落
毎
の
農
業
を
、
地
域
農
業
の
組

織
化
の
あ
り
方
や
そ
の
度
合
、
あ
る
い
は
農
地
流
動
化
・
借
地
化
の
度
合
、

農
業
の
担
い
手
の
あ
り
方
や
そ
の
形
成
の
度
合
、
稲
単
作
か
ら
の
脱
却
、

経
営
の
複
合
化
の
度
合
等
に
着
目
し
な
が
ら
い
く
つ
か
の
対
照
的
な
類
型

一O
八

(ω
〉

を
と
り
出
し
、
そ
の
特
徴
を
み
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
の
た
め
に
さ

き
の
第
B
表
か
ら
、
借
地
展
開
の
指
標
と
し
て
利
用
権
設
定
面
積
割
合
、

営
農
組
合
に
よ
る
組
織
化
の
指
標
と
し
て
営
農
組
合
に
よ
る
耕
起
面
積
割

合
、
更
に
稲
単
作
か
ら
の
脱
却
・
複
合
化
の
指
標
と
し
て
非
稲
単
一
経
営

農
家
割
合
を
と
っ
て
平
面
上
に
ド
ッ
ト
し
て
み
た
の
が
第
四
図
で
あ
る
。

ま
ず
図
の
右
側
、
タ
テ
軸
の
借
地
の
展
開
度
合
で
み
る
と
、
利
用
権
設

定
面
積
割
合
が
五
%
未
満
で
借
地
未
展
開
型
の
集
落
が
あ
る
一
方
、
一

o

t
二
O
%
と
高
い
利
用
権
設
定
面
積
割
合
を
示
し
借
地
が
か
な
り
展
開
し

て
い
る
集
落
も
多
数
存
在
し
て
い
る
。
更
に
こ
れ
に
ヨ
コ
軸
の
営
農
組
合

に
よ
る
耕
起
面
積
割
合
と
も
関
連
さ
せ
る
と
、
前
者
の
借
地
来
展
開
型
は

更
に
、

A
集
落
、

E
集
落
、

D
集
落
の
よ
う
に
営
農
組
合
に
よ
る
耕
地
面

積
割
合
が
高
く
、
こ
の
面
で
は
営
農
組
合
の
果
た
す
役
割
が
大
き
い

E
グ

ル
ー
プ
の
集
落
と
、
③
集
落
、
⑥
集
落
、
⑩
集
落
の
よ
う
に
そ
れ
が
全
く

進
ん
で
い
な
い
町
グ
ル
ー
プ
の
集
落
と
に
分
か
れ
て
い
る
。
同
様
に
借
地

が
展
開
し
て
い
る
集
落
も
、

F
集
落
、

G
集
落
、

H
集
落
、
-
集
落
、
⑤

集
落
の
よ
う
に
営
農
組
合
に
よ
る
耕
起
面
積
割
合
が
極
め
て
高
い

E
グ
ル

ー
プ
の
集
落
と
、

O
集
落
、
①
集
落
、
④
集
落
の
よ
う
に
そ
れ
が
非
常
に

低
い

I
グ
ル
ー
プ
の
集
落
と
に
分
か
れ
て
い
る
。

一
般
的
に
は
兼
業
農
家
も
ふ
く
め
た
集
落
ぐ
る
み
の
生
産
組
織
の
組
織

化
、
そ
し
て
そ
れ
が
兼
業
層
の
農
業
を
支
え
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
よ

う
な
と
こ
ろ
で
は
、
地
域
農
業
の
組
織
化
は
借
地
の
拡
大
に
対
し
て
抑
制
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集落の農業における借地展開・組織化・複合化の状況第4図

資料:第 8表に同じ.
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地
域
農
業
の
組
織
化
と
農
地
流
動
化
・
集
団
的
土
地
管
理

的
に
作
用
し
、
そ
う
し
た
兼
業
層
の
農
業
を
支
え
る
し
く
み
の
な
い
と
こ

ろ
で
借
地
化
が
進
展
し
や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
点
で
さ
き
の

営
農
組
合
に
よ
る
耕
起
面
積
割
合
が
低
く
て
利
用
権
設
定
面
積
割
合
の
高

い
I
グ
ル
ー
プ
の
集
落
と
、
逆
に
営
農
組
合
に
よ
る
耕
起
面
積
割
合
が
高

く
て
利
用
権
設
定
面
積
割
合
の
低
い

E
グ
ル
ー
プ
の
集
落
と
は
相
互
に
対

極
に
位
置
す
る
タ
イ
プ
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
そ
こ
で
は
営
農

組
合
が
集
落
の
農
業
を
ど
の
程
度
支
え
て
い
る
か
ど
う
か
が
、
階
層
分
解
、

借
地
化
の
進
展
の
あ
り
方
の
差
異
と
強
く
関
係
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
。

と
同
時
に
も
う
一
つ
注
目
さ
れ
る
の
は
、
両
者
が
と
も
に
低
位
な
W
グ

ル
ー
プ
の
よ
う
な
集
落
が
存
在
す
る
一
方
で
、
営
農
組
合
に
よ
る
耕
起
面

積
割
合
も
利
用
権
設
定
面
積
割
合
も
と
も
に
高
い
皿
グ
ル
ー
プ
の
よ
う
な

集
落
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
さ
き
に
指
摘
し
た
一
般

的
な
傾
向
と
は
異
な
っ
て
、
地
域
農
業
の
組
織
化
と
借
地
展
開
と
が
必
ず

し
も
排
除
し
あ
う
関
係
に
は
な
い
か
に
み
え
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
き
の

E

グ
ル
ー
プ
と
の
対
比
で
は
、
営
農
組
合
の
あ
り
方
、
そ
の
集
団
の
構
成
、

担
い
手
の
あ
り
方
の
差
具
が
背
景
に
存
在
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

次
に
第
四
図
の
左
側
の
ヨ
コ
輸
の
、
稲
単
作
か
ら
の
脱
却
・
複
合
化
の

指
標
と
し
て
の
非
稲
単
一
経
営
農
家
割
合
に
着
目
す
る
と
、
さ
き
の

I
Jグ

ル
ー
プ
、

W
グ
ル
ー
プ
を
は
じ
め
過
半
の
集
落
は
非
稲
単
一
経
営
農
家
割

合
が
一

O
%前
後
な
い
し
は
そ
れ
以
下
で
、
稲
単
作
的
で
あ
る
が
、
班
、
グ

O 

ル
ー
プ
の
集
落
で
は
概
し
て
こ
の
割
合
が
高
く
、
稲
単
作
か
ら
脱
却
し
て

い
る
層
の
存
在
が
う
か
が
わ
れ
、

E
グ
ル
ー
プ
の
集
落
の
中
に
も
E
集
落

の
よ
う
に
こ
れ
が
極
め
て
高
い
割
合
を
示
す
集
落
も
存
在
し
て
い
る
。

こ
の
稲
単
作
か
ら
の
脱
却
・
複
合
化
に
関
し
て
は
、
非
稲
単
一
経
営
農

家
割
合
と
第
B
表
の
一
戸
当
た
り
耕
地
面
積
や
販
売
額
を
つ
な
げ
て
み
れ

ば
分
か
る
よ
う
に
一
戸
当
た
り
経
営
規
模
・
販
売
額
が
大
き
い
集
落
で
概

し
て
稲
単
作
か
ら
の
脱
却
・
複
合
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
よ
う
。
そ
れ
は
、
経
営
規
模
の
大
き
い
専
業
的
上
層
の
存
在
如

何
、
そ
の
経
営
形
態
如
何
に
か
か
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
中
下
層
の

E
兼

農
家
層
は
ほ
と
ん
ど
が
稲
単
作
で
あ
る
の
に
対
し
、
上
層
の
専
業
的
農
家

層
に
あ
っ
て
は
稲
単
作
で
は
一

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
一
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い

っ
た
大
経
営
で
な
け
れ
ば
専
業
た
り
え
ず
、
農
業
専
従
的
で
あ
る
た
め
に

は
稲
以
外
の
作
自
の
導
入
、
集
約
化
、
複
合
化
が
不
可
欠
だ
か
ら
で
あ
る
。

A
集
落
、

E
集
落
、

H
集
落
、

I
集
落
、

J
集
落
等
で
は
上
層
の
経
営
に

施
設
野
菜
や
露
地
野
菜
、
果
樹
や
畜
産
等
が
か
な
り
入
っ
て
お
り
、
そ
れ

が
集
落
の
農
業
の
稲
単
作
か
ら
の
脱
却
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
第
B
表
に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
兼
業
化
の
面
に
お
い
て
は

集
落
問
に
際
立
っ
た
差
異
は
み
ら
れ
な
い
。
農
外
で
の
就
業
機
会
の
差
は

あ
ま
り
な
い
と
い
え
よ
う
。
集
落
の
農
業
の
タ
イ
プ
の
差
に
は
、
主
と
し

て
農
業
展
開
の
自
然
的
・
歴
史
的
条
件
の
差
、
上
層
農
家
の
形
成
如
何
と

そ
の
存
在
形
態
お
よ
び
集
落
の
あ
り
様
が
関
連
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。



事例集落の農業と営農組合の概要

| Iグループ

i 0 集落

第ヲ表

E D 落

77 48 

落 E 兼農家 73 47 

長 男子専従者のいる農家 3 4 

家 2 ha 以上農家 4 

ま( 準 単一経営) 3 
複合経営

組 メ&;コ 員 数 62 51 44 

水稲作付面積 84 37 42 

営 17.5 32 
農 営農組合が 荒 す き 5.5 19.4 39 組 行う面積
ぷロ斗 (ha) 代かき 5.5 19.4 39 
の

(稲作〕 刈取り概 1.5 24.4 31 
要 脱穀

オベレーター(人〉 40 31 36 

うち恒常的勤務者 ? 31 34 

48 

集落集

60 98 数戸総

以
上
検
討
し
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
い
く
つ
か
の
対
照
的
な
タ
イ
プ

を
や
や
強
調
し
て
と
り
出
せ
ば
、
一
方
の
極
の
タ
イ
プ
と
し
て
は
、

集
落
ぐ
る
み
の
営
農
組
合
が

E
兼
農
家
も
ふ
く
め
た
集
落
の
各
農
家

の
農
業
を
支
え
、
そ
れ
を
維
持
す
る
方
向
に
機
能
し
、
し
た
が
っ
て

農
地
の
流
動
化
・
借
地
化
が
進
ま
な
い
集
団
型
で
借
地
未
展
開
の

E

グ
ル
l
ヅ
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
集
落
が
指
摘
さ
れ
よ
う
。
こ
れ
に
は

オ
i
ル

E
兼
農
家
で
稲
単
作
、
つ
ま
り

E
兼
農
家
に
よ
っ
て
営
農
組

合
の
活
動
が
相
日
わ
れ
、
そ
れ
が

E
兼
農
家
の
兼
業
稲
作
の
維
持
に
機

能
し
て
い
る

D
集
落
の
よ
う
な
タ
イ
プ
と
、
耕
地
規
模
が
比
較
的
大

き
く
、
農
業
+
専
従
者
の
い
る
農
家
の
割
合
も
高
く
複
合
化
に
向
か
う

農
家
の
割
合
も
高
い
E
集
落
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
集
落
と
が
ふ
く
ま

れ
て
い
る
。

こ
の
対
極
に
あ
る
の
が
オ
l
ル
H
兼
的
状
況
の
も
と
で
、
稲
単
作

的
で
、
営
農
組
合
の
活
動
、
そ
の

E
兼
の
農
業
維
持
作
用
も
弱
く
て
、

E
兼
層
が
農
業
離
脱
、
貸
付
化
に
向
か
う
動
き
の
強
い
、
借
地
展
開

的
な
I
グ
ル
ー
プ
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
集
落
で
あ
る
。
そ
の
典
型
例

と
し
て
は
O
集
落
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
両
極
の
タ
イ
プ
に
対
し
て

E
Jグ
ル
ー
プ
の
集
落
は
借
地
展
開

的
で
あ
る
と
同
時
に
営
農
組
合
も
比
較
的
よ
く
機
能
し
て
お
り
、
ま

た
概
し
て
上
層
が
層
を
な
し
稲
単
作
か
ら
の
脱
却
・
複
合
化
の
動
き

も
み
ら
れ
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。
こ
の
タ
イ
プ
の
典
型
例
と
し
て
は
、



《
ノ
l
ト
》

地
域
農
業
の
組
織
化
と
農
地
流
動
化
・
集
団
的
土
地
管
理

次
節
以
下
で
詳
し
く
検
討
す
る
予
定
の

I
集
落
や
H
集
落
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
以
上
に
整
理
し
た
対
照
的
な
タ
イ
プ
の
集
落
に
関
し
典
型

的
な
集
落
の
事
例
を
と
り
あ
げ
て
、
そ
の
内
容
、
特
徴
点
を
も
う
少
し

た
ち
い
っ
て
み
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

川

D
集
落
の
場
合
I
1
Eグ
ル
ー
プ
、

E
兼
恒
勤
農
家
を
担
い
手

と
す
る
営
農
組
合
と
、
そ
の
兼
業
稲
作
維
持
の
役
割
。

こ
の
集
落
は
第
9
表
に
概
要
が
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
稲
単
作
の
オ

ー
ル

E
兼
農
家
集
落
と
い
っ
て
よ
い
〈
し
か
も
恒
常
的
勤
務
の
兼
業
従

事
者
は
一
戸
平
均
男
子
一
人
、
女
子

0
・
五
人
に
の
ぼ
る
)
。
こ
の
集

落
で
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
こ
う
し
た
オ

l
ル
E
兼
恒
動
的
状
況
の
も
と

で
も
集
落
ぐ
る
み
営
農
組
合
(
五
二
年
結
成
)
が
恒
勤
の

H
兼
農
家
自
身

に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
9
表
に
あ
る
よ
う
に
五
二
戸

中
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
=
二
人
お
り
、
し
か
も
そ
の
総
て
が
恒
常
的
勤
務
者

で
あ
る
。
営
農
組
合
の
役
員
は
ほ
と
ん
ど
が
三

O
歳
代
の
若
い
人
達
で
、

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
も
こ

O
歳
代
、
三

O
歳
代
の
若
い
人
達
が
主
体
で
あ
る
。

若
い
基
幹
的
農
従
者
は
い
な
い
が
、
若
い
恒
常
的
勤
務
者
な
ら
お
り
、
そ

の
部
分
が
営
農
組
合
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
き
ち
ん
と
組
織
さ
れ
、
役

員
層
も
そ
こ
か
ら
生
み
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

営
農
組
合
の
作
業
の
概
要
を
第

ω表
に
示
し
て
お
い
た
が
、
こ
れ
ら
の

作
業
を
編
成
す
る
た
め
、
役
員
が
各
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
勤
務
の
事
情
も
考

同

D集落営農組合の作業の概要

(昭和58年〕

第 10表

荒鋤開始

ρ 終了

代かさ開始

p 終了
麦刈開始

9 終了

大豆まき開始

一般，種子幸福刈開始

一般稲刈終了

種子 ρ 

麦播種開始

ク終了

ケイカノレ散布開始

ρ 終了

秋鋤開始

ク終了

4月11日

17日

25日

5月B日
6月15日

22日

7月 l日

9月 B日

10月15日

23日

11月12日

15S 

23日

26日

12月 3日

10日

資料 :D集落営農組合総会資料より.

慮
し
つ
つ
出
役
の
日
程
を
く
み
、
調
整
す
る
。
役
員
に
と
っ
て
は
そ
れ
が

な
か
な
か
大
変
な
作
業
ら
し
い
が
、
出
役
の
日
時
を
指
示
さ
れ
た
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
は
そ
れ
を
最
大
限
優
先
し
、
と
き
に
は
休
暇
を
と
る
な
ど
し
て
対

応
す
る
(
特
に
春
作
業
の
と
き
。

こ
の
営
農
組
合
の
作
業
に
よ
っ
て
集
落
の
回
の
耕
起
、
代
か
き
の
約
二

分
の
一
、
刈
取
り
、
脱
穀
の
=
一
分
の
こ
が
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で

は
、
農
用
地
利
用
改
善
団
体
が
設
立
さ
れ
(
五
八
年
)
、
そ
こ
で
つ
く
ら
れ

た
「
農
用
地
利
用
規
程
」
で
は
転
作
の
団
地
化
、
農
作
業
の
営
農
組
合
へ

の
委
託
に
よ
る
効
率
化
等
が
う
た
わ
れ
て
い
る
が
、
転
作
は
ブ
ロ
ッ
ク
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
方
斗
孔
の
集
団
転
作
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
作
業
(
麦
l
播
種
、



収
穫
、
大
豆
|
播
種
)
も
営
農
組
合
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
オ
l
ル
E
兼
的
状
況
の
も
と
集
落
ぐ
る
み
で
組
織
さ
れ
た
こ

の
営
農
組
合
は
恒
勤
の

E
兼
農
家
に
よ
っ
て
担
わ
れ
、
営
農
組
合
、
が
集
落

の
農
作
業
の
主
要
部
分
を
カ
バ
ー
し
、
営
農
組
合
に
よ
っ
て

E
兼
農
家
の

兼
業
稲
作
が
支
え
ら
れ
、
維
持
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
兼

業
農
家
の
貸
付
け
、
農
地
賃
貸
借
は
あ
ま
り
進
ん
で
お
ら
ず
、
借
地
に
よ

っ
て
規
模
を
拡
大
す
る
動
き
も
あ
ま
り
な
い
。
当
面
こ
の
営
農
組
合
が
維

持
さ
れ
、
機
能
し
て
い
る
限
り
農
地
流
動
化
・
賃
貸
借
は
あ
ま
り
進
ま
な

い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

凶

E
集
落
の
場
合
|
|
H
グ
ル
ー
プ

E
集
落
の
農
家
構
成
は
第
9
表
に
あ
る
よ
う
に
D
集
落
の
場
合
と
は
大

き
く
異
な
る
。
農
業
の
ウ
エ
ー
ト
の
高
い
農
家
が
半
数
前
後
の
比
率
で
存

在
し
、
稲
作
が
主
体
で
は
あ
る
が
、
ぶ
ど
う
、
野
菜
、
茶
等
も
か
な
り
あ

っ
て
準
単
一
経
営
・
複
合
経
営
が
四
分
の
三
を
占
め
、
稲
単
作
か
ら
の
脱

却
が
最
も
進
ん
で
い
る
集
落
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
営
農
組
合
が
全
戸
参
加

で
組
織
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
営
農
組
合
が
集
落
の
農
作
業
の
大
部
分
を

担
っ
て
い
る
の
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
稲
作
の
作
業
は
第
9
表
に
あ
る

よ
う
に
田
植
え
を
除
き
、
耕
起
・
代
か
き
の
ほ
と
ん
ど
、
刈
取
り
・
脱
穀

の
四
分
の
三
を
営
農
組
合
で
行
な
っ
て
お
り
、
集
団
転
作
で
の
大
豆
(
耕

起
・
播
種
、
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
や
麦
(
播
種
・
刈
取
り
・
脱
穀
、
一
一
一
一
・

七
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
の
作
業
も
営
農
組
合
が
担
当
し
て
い
る
。

《
ノ
l
ト
》

地
域
農
業
の
組
織
化
と
農
地
流
翫
化
・
集
団
的
土
地
管
理

営
農
総
合
の
作
業
は
各
戸
か
ら
均
等
に
出
役
す
る
男
子
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
。
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
出
役
し
て
い
る
の
は
四
二
戸

中
三
六
戸
で
、
出
役
し
て
い
な
い
の
は
僅
か
六
戸
だ
け
で
あ
る
。
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
の
年
齢
構
成
を
み
る
と
二

O
歳
代
以
下
七
人
、
一
ニ

O
歳
代
二
三
人
、

四
O
歳
以
上
六
人
と
い
う
構
成
で
三

O
歳
代
を
中
心
と
す
る
若
い
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
群
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
各
作
業
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
五
台
、
自
脱

型
コ
ン
バ
イ
ン
五
台
と
い
う
機
械
の
台
数
に
あ
わ
せ
て
玉
名
ず
つ
の
斑
が

組
ま
れ
、
そ
れ
が
一
つ
の
単
位
と
な
っ
て
編
成
さ
れ
て
い
る
。
集
落
ぐ
る

み
、
専
兼
ぐ
る
み
の
組
織
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
う
し
た
営
農
組
合
の
作
業

編
成
や
運
営
の
体
制
は
極
め
て
強
固
で
あ
り
、
か
つ
堅
実
で
あ
る
が
、
そ

の
基
盤
に
強
固
な
集
落
結
ム
口
と
集
落
機
能
が
働
い
て
い
る
点
が
あ
る
こ
と

(

日

)

は
軽
視
で
き
な
い
。

と
も
あ
れ
、
こ
う
し
た
営
農
組
合
の
取
組
み
に
よ
っ
て
こ
の
集
落
の
農

業
、
と
く
に
稲
作
が
支
え
ら
れ
、
兼
業
農
家
の
農
業
も
維
持
さ
れ
る
一
方
、

専
業
的
方
向
を
志
向
す
る
部
分
は
ぶ
ど
う
等
の
複
合
的
部
門
の
導
入
、
拡

大
に
向
か
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
も
借
地
の
展
開
、
農
地
賃
貸

借
を
通
ず
る
分
解
の
動
き
は
弱
い
。

以
上
、

E
Jグ
ル
ー
プ
の
二
つ
の
事
例
、
特
に
D
集
落
の
事
例
は
、
オ
ー

ル
E
兼
化
と
い
う
状
況
の
も
と
で
、
し
た
が
っ
て
ま
た
専
業
的
な
農
家
の

担
い
手
が
存
在
し
な
い
状
況
の
も
と
で
も
な
お
、

E
兼
恒
勤
農
家
自
ら
が

生
産
組
織
を
担
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
集
落
全
体
の
農
業
を
支
え
、
そ
の
生

一
一一
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第 11表

働労

経

耕

(a) 

営

地

産
力
を
そ
れ
な
り
に
高
い
水
準
で
維
持
し
て
い
る
事
例
と
し
て
、
兼
業
深

化
で
個
別
農
家
の
担
い
手
が
な
か
な
か
育
ち
難
い
状
況
に
あ
る
近
畿
等
の

近
郊
、
平
場
地
域
に
と
っ
て
は
注
目
す
べ
き
事
例
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

明

O
集
落
の
場
合
l
l
Iグ
ル
ー
プ
、
営
農
組
合
の
衰
退
の
も
と
で

の
突
出
的
借
地
大
経
営
の
形
成

こ
の
集
落
は
戸
数
規
模
は
大
き
い
が
稲
単
作
的
で
ほ
と
ん
ど
が

E
兼
農

王王

四

梨

家
・
専
従
者
の
い
な
い
農
家
で
あ
る
。
こ
こ
の
営
農
組

合
は
一
応
八
割
の
農
家
の
参
加
を
え
て
組
織
さ
れ
て
い

る
形
に
な
っ
て
い
る
が
、
作
業
の
実
施
状
況
か
ら
も
う

か
が
わ
れ
る
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
活
動
し
て
い
な
い
状
況

に
あ
る
。
も
っ
と
も
、
五
五
年
頃
に
は
三
八
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
耕
起
誇
負
わ
せ
が
記
録
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
当
時

は
ま
だ
営
農
組
合
が
か
な
り
機
能
し
て
お
り
、
そ
の
後

現
在
の
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
営
農
組
合
が
こ
う
し
た

状
態
に
な
っ
た
こ
と
と
裏
腹
の
関
係
と
恩
わ
れ
る
が
、

最
近
農
地
賃
貸
借
が
増
加
し
そ
の
中
か
ら
第
U
表
に
示

し
た
A
農
家
の
よ
う
な
借
地
大
経
営
が
形
成
さ
れ
て
き

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

O
集
落
で
の
利
用
権
設
定
は
五

九
年
末
で
設
定
面
積
一
四
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
設
定
率

一
五
・
四
%
で
年
次
別
に
は
初
年
度
の
五
四
年
七
・
四

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
五
五
1
五
六
年
二
・
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
五
七
年
以
後
三
・

玉
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
そ
の
う
ち
A
農
家
が
四
O
%
強
を
占
め
、
特
に
五
七

年
以
後
は
ほ
と
ん
ど
が

A
農
家
に
集
中
し
て
い
る
。

こ
の
A
農
家
の
現
在
三
七
歳
の
経
営
主
は
、
高
卒
後
商
庖
に
勤
務
し
て

い
て
H
兼
農
家
で
あ
っ
た
が
、
四
九
年
の
圃
場
整
備
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
か

農
業
専
業
か
の
決
断
を
迫
ら
れ
農
業
を
選
択
し
、
自
作
地
一
・
六
へ
ク
タ

資料:農家調査より.

注.借入年次別面積は確認できた部分のみ記したので借

入地面積計とは一致しない.なお， B農家はこの他 3

-4 haの期間借地がある.またA農家およびB農家の

集落内・集簿外の借入先は利用権設定の関係のみ.



ー
ル
に
借
地
を
加
え
て
五
二
年
に
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
経
営
と
な
っ
た
。
そ
し

て
五
五
年
以
後
に
更
に
借
地
を
大
幅
に
増
加
さ
せ
て
一
挙
に
一
一
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
借
地
大
経
営
に
飛
躍
し
た
の
で
あ
る
。

A
農
家
の
こ
う
し
た
借
地
の
集
積
で
特
徴
的
な
の
は
、
借
地
の
総
て
が

O
集
落
で
の
借
地
で
あ
り
(
利
用
権
設
定
だ
け
で
一
五
人
か
ら
の
借
入

れ
)
、
し
か
も
そ
の
主
要
部
分
が
五
五
年
以
後
の
も
の
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

O
集
落
内
に
お
い
て
A
農
家
に
農
地
を
貸
し
付
け
た
の
は
農
業
を
縮
小
・

廃
止
す
る

E
兼
農
家
、
老
人
農
家
等
で
あ
ろ
う
が
、
こ
う
し
た
賃
貸
借
の

急
増
は
、
一
面
で
は
E
兼
化
・
恒
動
化
が
極
度
に
進
行
し
て
い
る
中
で
は

借
り
手
・
受
け
手
が
い
れ
ば
借
地
は
あ
る
程
度
の
び
る
と
い
う
こ
の
地
域

の
可
能
性
を
具
体
的
に
示
し
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
と
同
時
に
、

E

兼
農
家
の
農
業
を
支
え
る
営
農
組
合
が
衰
退
し
、
こ
の
支
え
が
事
実
上
機

能
し
な
く
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
、
そ
れ
を
よ
り
促
進
し
た
と
み
る
こ
と

は
妥
当
で
あ
ろ
う
c

な
お
、
愛
東
町
に
存
在
す
る
同
タ
イ
プ
の
借
地
大
経
営
、

G
集
落
の
B

農
家
の
こ
と
に
も
ふ
れ
て
お
こ
う
(
第
日
衣
)
。
こ
の

B
農
家
の
規
模
は

一
一
了
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
う
ち
借
地
は
九
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
が
、

こ
の
農
家
の
大
き
な
特
徴
は
借
入
先
が
集
落
外
は
も
と
よ
り
隣
り
の
湖
東

町
に
ま
で
広
く
分
散
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
借
地
が
自
ら
の
集
落
内
に

集
中
し
て
い
る
A
農
家
と
は
こ
の
点
で
対
照
的
で
、

B
農
家
は
他
集
落
、

他
町
村
か
ら
小
面
積
ず
つ
農
地
を
借
り
る
こ
と
で
借
地
を
集
積
し
て
お
り

《
ノ
1
卜
》

地
域
農
業
の
組
織
化
と
農
地
流
動
化
・
集
団
的
土
地
管
理 (

最
初
の
と
き
は
新
聞
の
折
り
込
み
広
告
で
小
作
地
の
募
集
を
行
な
っ
た
)
、

自
ら
の
集
落
で
の
借
地
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
(
利
用
権
設
定
面
積
の
分

で
み
る
と
、
町
内
で
一
二
人
か
ら
五
・
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
利
用
権
設
定
を

う
け
て
い
る
う
ち
で
集
落
内
は
四
人
で
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
O
B
農
家
の
い

る
G
集
落
で
も
営
農
組
合
は
か
な
り
機
能
し
て
お
り
、

B
農
家
も
そ
の
役

員
を
勤
め
る
な
ど
し
て
い
る
。

B
農
家
は
、
自
ら
の
地
域
で
の
存
立
の
場

を
確
保
す
る
た
め
集
落
と
は
協
調
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
他
方
、
営
農
組

合
の
活
動
と
借
入
地
の
拡
大
と
は
あ
る
面
で
は
対
立
的
関
係
に
な
る
と
い

う
緊
張
し
た
関
係
に
お
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

地
域
農
業
の
組
織
化
の
対
極
で
成
立
し
て
い
る
こ
の
A
農
家
と
B
農
家

の
二
つ
の
事
例
は
、
さ
き
の

E
、
グ
ル
ー
プ
の
集
落
の
事
例
と
あ
わ
せ
て
、

地
域
農
業
の
組
織
化
と
農
地
流
動
化
、
借
地
経
営
の
形
成
と
そ
の
地
域
的

存
在
の
あ
り
方
の
問
題
を
亨
え
る
上
で
極
め
て
興
味
深
い
事
例
で
あ
る
と

い
h

え
よ
う
。

以
上
の
よ
う
な

I
グ
ル
ー
プ
と
E
グ
ル
ー
プ
と
の
対
照
的
な
タ
イ
プ
の

集
落
に
対
し
て
、

E
グ
ル
ー
プ
の
集
溶
は
や
や
中
間
的
で
あ
り
、
特
に
I

集
落
の
場
合
に
は
集
落
の
農
業
の
組
織
化
、
が
進
み
、
集
団
的
で
あ
る
と
と

も
に
借
地
も
か
な
り
進
展
し
て
お
り
、
両
者
が
あ
る
程
度
併
進
的
な
展
開

を
み
せ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
我
々
に
と
っ
て
極
め
て
興
味
深
い
事
例
と

な
る
。
そ
こ
で
以
下
、
節
を
あ
ら
た
め
て
こ
の
I
集
落
の
事
例
を
と
り
あ

げ
、
集
団
的
で
あ
る
こ
と
と
借
地
展
開
的
で
あ
る
こ
と
と
が
ど
の
よ
う
な

一
一
五



《
ノ

I
ト
》

地
域
農
業
の
組
織
化
と
農
地
流
動
化
・
集
団
的
土
地
管
理

条
件
の
も
と
で
結
び
つ
い
て
展
開
し
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
そ
こ
で
進
み

つ
つ
あ
る
集
団
的
土
地
利
用
、
土
地
管
理
の
態
様
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ

ハ
ロ
)

と
に
し
よ
う
。

注
(

B

)

こ
の
点
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
拙
稿
「
地
域
農
業
の
再
編
と

自
治
体
・
農
協
」
(
前
掲
『
地
域
農
業
の
構
造
と
再
編
方
向

(
I
)』
)
参
照
。

(

9

)

愛
東
町
は
明
治
期
か
ら
の
目
村
で
あ
る
西
小
椋
村
と
角
井
村

と
が
合
併
し
て
(
昭
和
三
一
年
)
で
き
た
町
で
あ
る
。

(

ω

)

な
お
、
相
川
良
彦
「
生
産
組
織
の
構
造
と
集
落
の
社
会
関

係
」
(
前
掲
『
地
域
農
業
の
構
造
と
再
編
方
向
(

I

)

』
)
に
お
い

て
も
、
組
織
構
成
原
理
の
側
面
に
着
目
し
な
が
ら
愛
東
町
の
営

農
組
合
の
タ
イ
プ
を
分
析
整
理
し
て
い
る
の
で
あ
わ
せ
て
参
照

さ
れ
た
い
。
因
に
、
第
B
表
お
よ
び
第
四
図
の
集
落
、
営
農
組

合
の
番
号
と
、
前
掲
相
川
論
文
の
第
l
表
の
営
農
組
合
の
番
号

と
は
共
通
で
あ
る
。

(
日
)
こ
の
点
は
、
こ
の

E
集
落
に
限
ら
ず
、
さ
き
の

D
集
落
で
も
、

あ
る
い
は
次
節
で
と
り
あ
げ
る
I
集
落
で
も
共
通
に
指
摘
さ
れ

る
点
で
あ
る
。
こ
の
地
域
で
は
兼
業
が
極
め
て
拙
開
化
し
て
お
り

な
が
ら
も
集
落
結
合
・
集
落
機
能
が
な
お
強
聞
に
維
持
さ
れ
て

い
る
。
兼
業
が
深
化
し
て
い
る
と
は
い
え
、
他
地
域
か
ら
の
転

入
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
く
、
集
落
の
混
住
化
、
特
に
転
入
混
住

化
は
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
と
い
う
点
と
と
も
に
、
旧
角
井
村

一
一
六

の
地
区
な
ど
山
っ
き
の
集
落
で
は
か
つ
て
林
業
と
の
結
び
つ
き

が
強
く
、
山
林
を
集
落
の
共
有
財
産
と
し
て
も
っ
て
い
る
と
こ

ろ
が
少
な
く
な
い
こ
と
、
ダ
ム
造
成
前
、
溜
池
・
ポ
ン
プ
揚
水

に
依
存
し
て
い
た
時
代
の
水
利
秩
序
・
井
組
共
同
体
的
な
関
係

の
存
在
等
も
看
過
で
ぎ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
非
常
に
興
味

あ
る
問
題
だ
が
掘
り
下
げ
た
検
討
は
他
日
を
期
さ
ざ
る
を
え
な

、U

(
は
)
な
お
、

E
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
は
、
こ
の
他
H
集
落
を
香
月

敏
孝
「
滋
賀
県
に
お
け
る
野
菜
作
の
展
開
と
市
場
問
題
」
(
前

掲
『
地
域
農
業
の
構
造
と
再
編
方
向
(

I

)

』
)
が
野
菜
生
産
の

面
か
ら
と
り
あ
げ
て
い
る
。

、
農
家
鰭
階
層
と
底
地
流
動
化

こ
の
節
で
は
I
集
落
で
の
農
家
実
態
調
査
結
果
を
も
と
に
、
各
層
の
経

営
動
向
と
土
地
利
用
、
賃
貸
借
等
を
め
ぐ
る
問
題
と
そ
れ
に
対
す
る
営
農

組
合
の
か
か
わ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
調
査
農
家
の
概
要
に
つ
い

て
は
稿
末
に
付
表
と
し
て
一
指
し
て
掲
げ
、
非
調
査
農
家
に
つ
い
て
も
就

業
状
態
と
経
営
耕
地
・
貸
借
の
概
要
等
を
つ
か
み
え
た
範
聞
で
同
じ
く
稿

末
付
表
に
掲
げ
た
。
以
下
こ
れ
に
基
づ
い
て
分
析
を
進
め
て
い
こ
う
。

刷
、
専
業
的
上
層
患
家
の
動
向
|
|
複
合
経
営
・
自
小
作
型
借
地
|
i

稿
末
付
表
川

t
仰
の
①

l
⑦
の
農
家
ま
で
は
経
営
規
模
が
三
ヘ
ク
タ

l



ル
以
上
で
か
つ
野
菜
の
複
合
部
門
を
導
入
し
、
農
業
専
従
者
二
人
を
ほ
ぼ

擁
し
て
い
る
点
で
③
以
下
の
中
下
層
兼
業
農
家
と
性
格
を
異
に
し
て
い
る
。

以
下
こ
の
①

t
⑦
ま
で
の
専
業
的
上
層
農
家
の
諸
特
徴
を
い
く
つ
か
の
側

面
か
ら
み
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

川
、
複
合
経
営
の
展
開

こ
の
専
業
的
上
層
農
家
の
第
一
の
特
徴
は
、
第
ロ
表
に
示
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
米
+
秋
冬
は
く
さ
い
+
麦
、
大
豆
+
茶
と
い
っ
た
よ
う
に
多
品
目

に
わ
た
る
複
合
経
営
を
展
開
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
米
以
外
の
作
目
は
、

作
付
面
積
で
も
は
く
さ
い
を
主
体
に
一
四

O
t
三

0
0
ア
ー
ル
に
及
び
、

農
業
粗
収
入
の
構
成
に
お
い
て
も
二
分
の
一

t
三
分
の
一
を
占
め
る
ま
で

に
な
っ
て
い
る
。
は
く
さ
い
は
秋
冬
は
く
さ
い
で
あ
る
か
ら
米
や
麦
、
大

豆
と
あ
わ
せ
で
ほ
ぼ
周
年
的
な
就
業
体
制
が
敷
か
れ
て
い
る
。

土
地
利
用
面
に
つ
い
て
み
る
と
、
は
く
さ
い
・
麦
・
大
一
旦
と
も
集
落
で

の
集
団
転
作
・
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
1
1
テ
l
シ
ョ
ン
と
結
合
し
、
そ
の
基
盤
の
上

に
成
立
し
て
い
る
。
は
く
さ
い
は
か
つ
て
は
畑
に
作
付
け
ら
れ
て
い
た
が
、

連
作
障
害
が
発
生
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
と
と
も
に
畑
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ト
》

地
域
農
業
の
組
織
化
と
農
地
流
動
化
・
集
団
的
土
地
管
理

か
ら
転
作
田
に
移
行
し
て
麦
跡
に
作
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
(
そ
の
た

め
に
期
間
借
地
が
行
な
わ
れ
、
は
く
さ
い
の
作
付
地
の
主
要
部
分
は
期
間

借
地
に
依
存
し
て
い
る
)
、
連
作
障
害
回
避
・
品
質
向
上
を
実
現
し
て
い

る
。
野
菜
を
栽
培
し
て
い
る
こ
れ
ら
七
戸
の
農
家
は
七
人
衆
と
よ
ば
れ

(
⑦
も
五
九
年
は
野
菜
の
作
付
け
を
休
ん
だ
が
五
八
年
に
は
作
付
け
て
い

(
凶
)

る
)
、
愛
東
町
の
露
地
野
菜
の
中
心
的
な
担
い
手
集
団
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
層
は
ま
た
、
集
団
転
作
地
に
お
け
る
麦
白
菜
、
な
い
し
は
麦
!

大
豆
の
二
毛
作
の
実
施
、
そ
の
た
め
の
期
間
借
地
等
で
集
落
の
耕
地
利
用

率
を
高
め
る
担
い
手
に
も
な
っ
て
お
り
、
大
豆
の
作
付
け
(
麦
!
大
豆
の

二
毛
作
)
に
お
い
て
も
集
落
全
体
の
六
O
%
を
担
っ
て
い
る
。
こ
の
層
の

耕
地
利
用
率
は
(
こ
こ
で
は
経
営
耕
地
面
積
に
対
す
る
作
物
収
穫
面
積
の

割
合
)
、
高
い
と
こ
ろ
で
は
一
五
O
%
近
く
に
も
達
し
、
平
均
で
も
一
一
一

九
%
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
高
さ
は
⑧
以
下
の
農
家
の
ほ
と
ん
ど
総
て
が

一
O
O
%
以
下
で
、
大
豆
作
付
け
農
家
は
極
く
稀
で
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下

で
は
小
麦
の
作
付
け
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
と
は
極
め
て
対
照
的
で
あ

る
。
こ
の
層
は
集
落
で
の
農
地
の
有
効
利
用
・
利
用
高
度
化
の
重
要
な
担

い
手
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

倒
、
借
地
の
集
積
を
通
ず
る
規
模
拡
大
|
|
借
り
足
し
型
、
自
小
作
型

拡
大
|
|

こ
の
層
で
は
耕
地
の
借
入
れ
と
規
模
拡
大
も
顕
著
で
あ
る
。
耕
地
の
借

入
れ
は
四
五
年
以
後
全
戸
で
行
な
っ
て
お
り
、
現
在
の
借
入
面
積
は
一
戸

4 

ノ、

平
均
で
一
一
三
ア
ー
ル
、
少
な
い
と
こ
ろ
で
も
三
O
I
五

0
ア
ー
ル
、
多

い
と
こ
ろ
で
は
一
九

0
ア
ー
ル
に
も
達
し
て
い
る
。
自
作
地
か
二

t
三
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
、
そ
の
上
に
一

t
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
借
り
入
れ
て
の
三

t
五

ヘ
ク
タ
ー
ル
経
営
へ
の
上
昇
を
実
現
し
て
お
り
、
基
本
的
に
借
足
し
型
・

自
小
作
型
で
あ
る
が
、
借
地
に
よ
る
規
模
拡
大
は
か
な
り
進
ん
で
い
る
。

五
五
年
以
後
も
七
戸
中
五
戸
で
借
り
入
れ
て
お
り
、
そ
の
面
積
は
や
や
小

さ
く
な
っ
た
が
、
近
年
も
ひ
き
つ
づ
き
借
地
に
よ
る
拡
大
が
進
行
し
て
い

る
。
加
え
て
期
間
借
地
も
、
そ
れ
が
野
菜
作
の
不
可
欠
の
基
盤
と
な
っ
て

い
る
点
で
も
、
そ
の
面
積
の
大
き
さ
か
ら
い
っ
て
も
、
経
営
規
模
の
拡
大

に
対
し
て
も
っ
て
い
る
意
味
は
小
さ
く
な
い
。

集
落
全
体
で
の
借
入
地
三
了
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
中
こ
の
層
の
借
入
地
は

七
・
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
五
七
%
を
占
め
て
お
り
(
所
有
地
で
は
一
八
%
の

シ
ェ
ア
)
、
借
入
地
の
こ
の
層
へ
の
集
中
が
か
な
り
進
ん
で
い
る
こ
と
が

う
か
が
え
る
。

な
お
、
稿
末
付
表
に
示
し
た
一
九
七
五
年
セ
ン
サ
ス
時
点
の
耕
地
面
積

と
調
査
時
点
で
の
耕
地
面
積
と
の
差
が
ち
ょ
う
ど
こ
こ
一

0
年
間
の
経
営

耕
地
の
拡
大
分
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
大
部
分
は
借
入
れ
に
よ
る
も
の

で
あ
る
が
、
両
年
の
差
は
、
四
五
年
以
後
の
借
入
面
積
を
か
な
り
下
ま
わ

っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
四
五

t
五
O
年
の
問
の
借
入
地
が
か
な
り
あ
る
こ

と
に
も
よ
る
が
、
他
面
で
こ
の
間
に
借
入
地
の
返
還
が
か
な
り
あ
っ
た
こ

と
も
推
測
さ
せ
る
。
そ
の
こ
と
は
後
に
も
指
摘
す
る
よ
う
に
こ
の
層
の
借



入
地
が
必
ず
し
も
安
定
的
な
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ

れ
と
と
も
に
、
こ
の
層
の
借
入
地
の
シ
ェ
ア
が
五
五
年
以
後
四
五
%
に
落

ち
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
層
の
借
地
の
集
中
力
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
、

中
下
層
で
の
借
地
の
動
き
も
か
な
り
根
強
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ

て
い
る
。

同
、
系
譜
的
特
徴
|
l
i
自
作
地
主
・
自
作
層
、
本
家
筋
|
|

こ
の
層
の
系
譜
的
特
徴
を
み
る
と
、
第
ロ
表
の
備
考
欄
に
記
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
総
じ
て
自
作
地
主
・
自
作
層
に
属
し
(
も
っ
と
も
こ
の
地
域
で

は
地
主
小
作
関
係
は
あ
ま
り
展
開
し
て
お
ら
ず
、
地
主
と
い
っ
て
も
極
く

小
規
模
な
も
の
で
あ
る
)
、
か
っ
本
家
筋
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば
集
落
の
重

立
層
を
な
す
部
分
で
あ
る
。
因
に
い
え
ば
、
こ
の
層
が
所
有
地
規
模
に
お

い
て
も
最
上
層
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
集
落
の
階
層
構
成
の
根
底
に
お
い

て
は
な
お
所
有
規
模
序
列
が
貫
い
て
い
る
と
し
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
層
は
ま
た
、
集
落
で
農
業
専
従
者
を
擁
す
る
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
専

業
的
農
家
層
で
も
あ
る
。
と
の
両
者
が
重
な
っ
て
、
こ
の
層
は
集
落
お
よ

び
営
農
組
合
の
中
心
的
な
担
い
手
と
な
っ
て
い
る
。
-
集
落
の
場
合
、
こ

う
し
た
担
い
手
が
、
七
人
衆
と
よ
ば
れ
て
層
と
し
て
存
在
し
て
い
る
の
が

特
徴
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
は
、
こ
の
層
が
集
落
・
営
農
組
合
と
か

か
わ
る
と
き
に
も
大
き
な
強
味
と
な
っ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
こ
の
層
も
付
表
山
の
労
働
力
構
成
の
禰
に
示
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
が
農
業
の
後
継
者
の
確
保
の
問
題
を
か
か
え
て
い
る
。

《
ノ

I
卜
》

地
域
農
業
の
組
織
化
と
農
地
流
動
化
・
集
団
的
土
地
管
理 そ

の
こ
と
は
ま
た
営
農
組
合
の
担
い
手
を
ど
う
確
保
し
再
生
産
し
て
い
く

か
と
い
う
問
題
に
も
つ
な
が
っ
て
く
る
。
も
し
こ
の
層
の
農
業
後
継
者
が

確
保
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
れ
ば
専
業
的
農
家
層
の
担
い
手
を
失
う
こ
と
に

な
り
、
営
農
組
合
と
し
て
も
兼
業
農
家
で
こ
れ
を
担
っ
て
い
く
体
制
を
つ

く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
た
点
で
営
農
組

(

同

)

合
は
い
ま
一
つ
の
転
機
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

凶
上
層
農
家
の
経
営
収
支

こ
の
層
の
農
業
粗
収
入
は
さ
き
の
第
ロ
表
に
示
し
た
よ
う
に
ト
ッ
プ
の

三
戸
で
一

o
o
o
t
一二

O
O万
円
、
他
の
四
戸
が
五

O
O
t
七
O
O万

円
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
ト
ッ
プ
層
に
属
す
る
①
と
③
の

農
家
の
経
営
収
支
を
示
し
た
の
が
次
の
第
ゆ
表
で
あ
る
。
所
得
率
五

O
l

五
五
%
で
、
農
業
所
得
は
お
よ
そ
六
二

O
万
円
で
あ
る
。
耕
地
二
一
l
五
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
規
模
で
と
も
か
く
こ
れ
だ
け
の
農
業
所
得
を
実
現
し
、
そ
れ

に
よ
っ
て
一
0
0
%
前
後
の
家
計
費
充
足
率
を
確
保
し
て
い
る
こ
と
は
評

価
さ
れ
よ
う
。

し
か
し
、
こ
れ
が
農
業
専
従
者
二
人
な
い
し
三
人
に
よ
る
所
得
で
あ
る

と
い
う
点
か
ら
い
え
ば
、
家
族
多
就
業
の
農
外
雇
用
労
賃
収
入
と
ほ
ぼ
同

じ
水
準
で
あ
る
。
一
日
当
た
り
所
得
で
み
れ
ば
一
万
三
二
二

O
円
で
あ
る

が
(
③
農
家
)
、
こ
れ
は
い
わ
ば
(
自
作
地
の
)
地
代
こ
み
所
得
で
あ
る
c

「
農
家
経
済
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
五
八
年
の
滋
賀
の
一
日
当
た
り
職
員
勤

務
労
賃
が
一
万
四

O
五
五
円
で
あ
る
が
、
さ
き
の
③
農
家
の
一
日
当
た
り

九



第 13表上層農家の経営収支(I集落，昭和田年〉 〈単位田円〉

① 農 家 ③ 農 家
A 農 家
(0集落〉

収入 米 8，432，713 5，255，328 

麦 445，000 1，209，578 

茶 966，500 

大 王正 520， CごD 387，000 

白 菜 3，060， CQO 3，379，869 

音十 12，457，713 11，198，275 15，582，α)() 

支出胞 料 費| 2，310，610 1，321，210 1，870，α)() 

薬 弗! 費 838，330 576，221 720，0∞ 

種 + 田 費 153，635 155，680 260，000 

小 農具費 404，510 19，500 310，000 

諸材料費 101，480 75，110 55，000 

光 熱 動力費 423，487 158，681 635，000 

作 業 被服費 104，522 8，960 20，0αコ

賃借料料金 744，374 1，579，707 

土地改良費 186，480 160，∞o 107，000 

償 却 費 1，252，296 370，αx) 2，750，000 

災害保険料 117，200 76， 720 350，∞o 

ダム償 還 金 156，678 119，132 

麗用労働費 50，IC氾 160， (わO

支払 小作料 294，5∞ 1，730，000 

租税公 課 379，151 400，0∞ 700，0∞ 

そ の 55コ，0∞

言十 6，265，057 5，022，921 10，217，0叩

所得=収入ー支出 6， 192，656 6， 175，354 5，365，000 

投 下 労 働 時 間 (時間) 3， 737 4，400 

B時間当たり所得 13，220 9，754 

注(1) ①農家と A農家については青色申告の資料より.
一(2) A農家については第11表参照. O 



所
得
は
そ
れ
を
少
し
下
ま
わ
っ
て
い
る
。
地
代
こ
み
所
得
で
も
職
員
勤
務

労
賃
ま
で
い
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
規
模
で
は
最
上
層
で
あ
り
、
し
か

も
篤
農
家
的
な
優
れ
た
技
術
と
積
極
的
な
営
農
意
欲
を
も
っ
、
こ
れ
ら
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
の
経
営
が
こ
の
水
準
で
あ
る
こ
と
は
、
や
は
り
こ
の
地
域
の

土
地
利
用
型
農
業
の
収
益
条
件
の
厳
し
さ
を
物
語
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

な
お
、
第
日
表
に
は
さ
き
に
ふ
れ
た
O
集
落
の
A
農
家
の
経
営
収
支
を

参
考
ま
で
に
示
し
た
。
収
入
に
お
い
て
は
①
、
③
農
家
を
上
ま
わ
る
が
、

所
得
に
お
い
て
は
逆
に
下
ま
わ
っ
て
い
る
。
し
か
も
投
下
労
働
時
間
は
③

農
家
を
か
な
り
上
ま
わ
っ
て
い
る
の
で
一
時
間
当
た
り
所
得
は
③
農
家
を

更
に
下
ま
わ
っ
て
い
る
。
青
色
申
告
の
資
料
の
た
め
必
ず
し
も
同
列
に
論

ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
一
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
経
営
で
も
収
益
条
件
は
同

様
に
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

伺
、
兼
業
中
下
層
の
動
向
|
|
恒
常
的
勤
務
・
家
族
多
就
業
・
稲
単

作
|
|

川、

0
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
層
の
貸
付
層
へ
の
傾
斜

付
表
川

t
附
の
⑧
以
下
の

0
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
層
お
よ
び
付
表
凶

の
非
調
査
農
家
の
と
こ
ろ
を
み
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
こ
か
ら
う
か
が
え

る
よ
う
に
経
営
耕
地

0
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
層
は
、
こ
の
集
落
で
は
非

調
査
農
家
も
ふ
く
め
、
二
九
戸
中
一
五
戸
が
耕
地
を
貸
し
付
け
て
い
て
、

こ
の
層
は
貸
付
層
に
強
く
傾
斜
し
て
い
る
。
こ
の
層
に
は
所
有
地
が

0
・

《
ノ

l
卜
》

地
域
農
業
の
組
織
化
と
農
地
流
動
化
・
集
団
的
土
地
管
理 五

t
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
な
か
に
は
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
こ
え
る
も
の
も
い
て
、

貸
付
け
に
よ
っ
て
経
営
耕
地

0
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
と
な
っ
て
い
る
も

の
が
多
く
、
貸
付
面
積
が
か
な
り
の
規
模
に
達
し
て
い
る
農
家
も
存
在
す

る
。
他
方
ま
た
付
表
凶
の
最
後
の
部
分
に
掲
げ
た
よ
う
な
非
農
家
で
の
貸

付
層
、
文
字
通
り
の
土
地
も
ち
非
農
家
も
形
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ

れ
ら
両
者
の
貸
付
地
は
集
落
全
体
の
貸
付
地
の
約
八

O
%を
占
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
I
集
落
で
は
貸
付
側
の
層
が
厚
く
、
耕
地
の
借
入
れ
、
貸
付

け
を
通
じ
て
の
階
層
分
化
が
か
な
り
の
深
度
で
進
行
し
て
い
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
層
の
就
業
状
態
は
職
員
勤
務
や
自
営
業
等
比
較
的
安

定
的
な
も
の
が
多
い
が
、
そ
の
よ
う
な
部
分
だ
け
で
な
く
、
労
働
力
欠
如

型
等
不
安
定
な
部
分
も
ふ
く
ん
で
い
る
。

問、

0
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
中
間
層
の
今
後
の
貸
付
け
動
向
の
見

通
し

一
t
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
中
間
層
の
農
家
を
み
て
み
る
と
、
農
家
の
後
継

者
が
流
出
・
不
在
で
老
人
農
{
永
化
し
、
そ
れ
が
一
層
高
齢
化
し
て
い
け
ば

や
が
て
リ
タ
イ
ア
・
貸
付
・
縮
小
に
向
か
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
農
家
も

散
見
さ
れ
る
。
現
に
付
表
聞
の
右
側
に
記
し
た
よ
う
に
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の

「
今
後
の
農
業
経
営
を
ど
う
す
る
か
」
と
い
う
聞
い
に
対
し
、
間
H

「縮

小
」
と
答
え
た
農
家
が
四
戸
も
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
限
り
で
は
兼
業
農

家
の
農
業
維
持
・
農
家
存
続
の
カ
は
あ
る
程
度
弱
化
し
て
い
る
と
み
な
け

(
H
M
)
 

れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
へ
ノ
。



《
ノ

I
ト
》

地
域
農
業
の
組
織
化
と
農
地
流
動
化
・
集
団
的
土
地
管
理

し
か
し
他
面
、
直
系
三
世
代
の
家
族
構
成
が
維
持
さ
れ
て
い
る
限
り
で

は
農
業
維
持
の
意
思
・
志
向
が
強
い
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

0
・
五

t
二

ヘ
ク
タ
ー
ル
層
で
は
四

O
戸
中
借
入
農
家
一
一
一
戸
に
対
し
貸
付
農
家
は
七

戸
と
少
な
い
。
支
配
的
に
は
な
お
農
業
維
持
の
作
用
が
よ
り
強
く
働
い
て

(
日
)

い
る
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

問
、
中
下
層
で
の
耕
地
の
貸
付
け
・
借
入
れ
の
可
逆
性

中
下
層
で
の
耕
地
の
貸
借
に
関
し
て
特
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、

兼
業
に
強
く
傾
斜
し
て
い
る
こ
の
層
に
あ
っ
て
も
、
耕
地
の
借
入
れ
、
あ

る
い
は
貸
付
地
の
返
還
を
通
じ
て
稲
作
・
農
業
部
門
を
拡
大
し
よ
う
と
す

る
動
き
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
以
下
は
そ
の
事
例
で
あ
る
。

⑮
農
家
五
五
年
以
後
九
七
ア
ー
ル
借
り
入
れ
、
経
営
耕
地
が
八

O
ア

ー
ル
か
ら
一
七
七
ア
ー
ル
に
。
ア
ス
パ
ラ
導
入
等
に
よ
る
集
約
化
と

規
模
拡
大
で
主
婦
専
従
経
営
の
確
立

⑧
農
家
五
九
年
よ
り
六
五
ア
ー
ル
を
借
り
入
れ
、
一

0
0
ア
ー
ル
か

ら
二
ハ
五
ア
ー
ル
へ
拡
大

⑧
農
家
職
員
勤
務
の
安
定
兼
業
で
あ
る
が
、
六

O
年
よ
り
三

O
ア
l

ル
借
り
入
れ
て
一
三

0
ア
ー
ル
へ

⑥
農
家
土
建
業
自
営
で
五

O
年
頃
よ
り
六

0
ア
ー
ル
を
貸
し
付
け
て

い
た
が
、
息
子
が
大
き
く
な
り
役
場
勤
務
と
な
っ
た
の
で
、
利
用
権

設
定
の
期
限
が
き
れ
る
六

O
年
に
返
還
し
て
も
ら
い
自
作
す
る
こ
と

に
し
た
。

一一一一一

@
農
家
同
じ
く
六
一
年
か
ら
利
用
権
設
定
の
期
限
が
き
れ
る
一
一
一
ア

ー
ル
の
貸
付
け
を
返
還
し
て
も
ら
い
自
作
化
を
予
定

③
農
家
(
非
調
査
農
家
)
も
耕
地
の
借
り
入
れ
に
よ
っ
て
五

O
年
の

一
0
ア
ー
ル
か
ら
九
二
ア
ー
ル
に
ま
で
拡
大
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
兼
業
化
↓
耕
地
貸
付
け
が
総
て
一
方
通
行
的
な
固
定
し
た

流
れ
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
|
|
そ
れ
が
量
的
に
は
支
配
的
で
あ
る
と
し

て
も
1
i
、
兼
業
化
し
な
が
ら
も
借
入
れ
・
貸
付
地
返
還
に
よ
っ
て
経
営

規
模
の
拡
大
を
は
か
つ
て
い
こ
う
と
す
る
動
き
も
存
在
し
て
い
る
の
で
あ

り
、
耕
地
の
貸
付
け
、
借
入
れ
が
必
ず
し
も
不
可
逆
的
な
流
れ
の
面
だ
け

で
は
な
く
、
可
叫
理
的
な
流
れ
の
面
も
ふ
く
ん
で
い
る
こ
と
を
比
重
正
し
く

み
て
お
く
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

凶
、
兼
業
中

τl層
の
農
業
維
持
に
と
っ
て
の
営
農
組
合
の
役
割
と
農
地

賃
貸
借

以
上
の
よ
う
に
兼
業
中
下
層
が
農
業
を
維
持
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
こ

の
層
で
で
も
規
模
拡
大
を
は
か
つ
て
い
く
こ
と
を
可
能
と
さ
せ
て
い
る
条

(η) 

件
と
し
て
、
営
農
組
合
が
果
た
し
て
い
る
役
割
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

次
の
第
凶
表
に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
集
落
の
稲
作
の
作
業
は

耕
起
・
代
か
き
・
防
除
・
収
穫
の
作
業
が
営
農
組
合
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
、

更
に
育
苗
、
乾
燥
調
整
も
農
協
へ
の
委
託
が
可
能
な
体
制
が
敷
か
れ
て
い

る
。
ど
う
し
て
も
個
別
で
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
田
植
え
と

水
管
理
・
肥
培
舛
目
理
だ
け
で
あ
り
、
労
働
力
が
か
な
り
劣
弱
化
し
て
も
米
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0

0
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O 

麦

O 

O 

耕

播

収

イ半

豆

大

麦
作
は
な
ん
と
か
維
持
で
き
る
体
制
が
営
農

組
合
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
そ

う
し
た
集
団
的
な
対
応
に
よ
っ
て
単
収
の
底

(
同
)

上
げ
機
能
も
果
た
し
て
い
る
。
い
わ
ば
営
農

組
合
の
兼
業
稲
作
維
持
の
作
用
で
あ
り
、
そ

の
面
に
お
い
て
営
農
組
合
は
貸
付
抑
制
的
に

作
用
し
て
い
る
と
評
価
し
て
良
い
で
あ
ろ

柏
町
ノ
。

し
か
し
他
面
・
労
働
力
の
劣
弱
化
が
そ
う

し
た
兼
業
稲
作
維
持
の
限
界
を
こ
え
て
進
む

と
き
、
耕
地
の
貸
付
け
、
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
み

う
る
状
況
に
も
あ
る
。
こ
の
集
落
で
は
営
農

組
合
を
支
え
て
い
る
専
業
的
上
層
を
中
心
に

受
け
手
層
が
広
範
に
存
在
し
て
お
り
、
ま
た
、

後
述
の
よ
う
に
農
地
の
貸
借
調
整
に
営
農
組

合
が
か
か
わ
る
形
と
な
っ
て
い
る
た
め
に
、

安
心
し
て
農
地
を
貸
し
付
け
ら
れ
る
、
と
い

う
状
況
が
あ
る
こ
と
の
意
味
も
大
き
い
。
こ

の
点
は
、
後
述
の
集
落
、
営
農
組
合
に
よ
る

集
団
的
土
地
管
理
と
と
も
に
、
集
団
型
で
か

つ
借
地
展
開
型
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
内
的

一
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第 5図 I集落農家の所有地と経営耕地の分化状況

注.昭和60年 l月の農家調査等より.

4 

一
二
四

関
連
に
か
か
わ
る
点
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
営
農
組
合
は
貸
借

抑
制
・
促
進
の
作
用
の
両
面
を
ふ

く
み
つ
つ
、
当
面
は
農
業
維
持
の

作
用
が
よ
り
強
く
働
き
つ
つ
、
兼

業
稲
作
の
再
生
産
が
は
か
ら
れ
て

い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

同
、
島
地
賃
貸
借
を
め
ぐ
る
階

層
分
化
と
貸
借
の
特
徴

川
、
農
地
賃
貸
借
を
め
ぐ
る
農

家
の
階
層
分
化

集
落
の
農
家
の
階
層
分
化
の
状

況
を
、
農
地
の
賃
貸
借
・
所
有
と

経
営
の
分
化
の
側
面
か
ら
あ
ら
た

め
て
総
括
し
て
お
く
と
第
五
図
の

よ
う
に
な
る
。
一
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
以

上
の
専
業
的
上
層
で
は
期
間
借
地

も
ふ
く
む
借
地
の
集
積
を
通
ず
る

規
模
拡
大
、
経
営
耕
地
0
・
五

t

一
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
層
で
は
多
数



が
四
五
度
線
上
の
自
作
層
に
集
中
し
つ
つ
も
、
借
地
に
よ
っ
て
規
模
を
拡

大
し
て
い
る
部
分
も
存
在
し
、
他
方
、
所
有
地
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
前
後
の
層

で
貸
付
化
に
向
か
っ
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
更
に
経
営
耕
地

0
・
五
ヘ
ク

タ
ー
ル
以
下
の
右
下
の
と
こ
ろ
に
多
数
の
農
家
が
集
中
し
、
非
耕
作
の
部

分
も
ふ
く
め
多
数
の
貸
付
庵
か
形
成
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
集
落

で
の
農
地
の
賃
貸
借
、
そ
れ
を
通
ず
る
農
家
の
階
層
分
化
は
意
外
に
大
き

い
、
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
借
地
面
積
率
一
四
%
の
内
容
で
あ

る。
問
、
農
地
賃
貸
借
の
特
徴

l
i利
用
増
進
事
業
に
よ
る
賃
貸
借
、
集
落

内
的
な
賃
貸
借

こ
れ
ら
の
農
地
賃
貸
借
は
町
農
業
委
員
会
・
営
農
組
合
の
積
極
的
な
取

組
み
も
あ
っ
て
ほ
と
ん
ど
全
部
が
利
用
増
進
事
業
に
の
せ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
ひ
と
り
I
集
落
だ
け
で
な
く
、
愛
東
町
全
体
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
同

様
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
賃
貸
借
は
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
が
集
落
内
的
な
貸
借

i
i貸
し
手
も
借
り
手
も
集
落
内
ー
ー
ー
で
あ
る
。
貸
し
手
層
も
借
り
手
層

も
集
落
内
で
形
成
さ
れ
、
そ
の
貸
借
の
調
整
に
営
農
組
合
が
か
か
わ
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
集
落
・
営
農
組
合
が
貸
借
の
と
り
結
ぼ
れ
る

基
本
的
な
場
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

賃
貸
借
が
利
用
増
進
事
業
に
の
せ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
利
用
権
設

定
期
間
が
六
年
と
い
う
長
期
の
も
の
が
増
え
て
き
た
。
そ
の
面
で
は
利
用

権
設
定
は
貸
借
の
安
定
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
え
る
の
だ
が
、
同
時

《
ノ
I
ト
》

地
域
農
業
の
組
織
化
と
農
地
流
動
化
・
集
団
的
土
地
管
理 に

期
間
終
了
後
更
新
せ
ず
、
と
い
う
ケ

I
ス
も
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、

@
農
家
前
述
の
よ
う
に
期
間
終
了
後
貸
付
地
六

0
ア
ー
ル
の
返
還
を

う
け
る
。
そ
の
う
ち
三

0
ア
ー
ル
は
①
農
家
の
借
入
地
。
①
は
こ
れ

に
よ
っ
て
借
入
地
三

0
ア
ー
ル
の
減
少
(
他
か
ら
の
借
入
地
拡
大
で

そ
れ
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
が
)
。

⑬
農
家
五
五
年
よ
り
の
借
入
地
三

0
ア
ー
ル
を
六

O
年
に
返
還
、
地

主
は
そ
れ
を
@
農
家
へ
再
貸
付
。

⑬
農
家
前
出
@
農
家
よ
り
の
借
入
地
一
二
ア
ー
ル
を
六
一
年
に
返
還

予
定
。
@
農
家
は
そ
れ
を
自
作
の
予
定
。

⑧
農
家
建
材
販
売
の
自
営
兼
業
で
営
農
組
合
の
熱
心
な
メ
ン
バ
ー
だ

っ
た
が
、
世
帯
主
が
病
弱
の
た
め
玉

O
年
頃
よ
り
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

水
回
全
面
積
を
営
農
組
合
を
通
じ
三
戸
に
分
け
て
貸
付
け
。
工
業
高

校
在
学
中
の
長
男
が
卒
業
後
自
営
業
を
ひ
き
つ
ぐ
予
定
な
の
で
、
そ

う
な
る
と
貸
付
地
を
返
還
し
て
も
ら
い
自
作
す
る
こ
と
に
し
た
い
、

と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
前
述
し
た
貸
借
の
可
逆
性
と
い
う
こ
と
と
も
関
連

し
、
一
度
生
じ
た
貸
借
の
総
て
が
必
ず
し
も
そ
の
ま
ま
長
期
に
固
定
す
る

わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
⑮
農
家
の
例
で
は
保
有
労

働
力
の
変
化
に
と
も
な
う
二
世
代
に
ま
た
が
る
所
有
と
経
営
の
一
時
的
調

整
、
一
時
預
か
り
的
な
貸
借
と
い
う
性
格
も
う
か
が
わ
れ
て
興
味
深
い
。

そ
し
て
そ
こ
に
は
、
後
に
ふ
れ
る
営
農
組
合
が
作
業
受
委
託
や
貸
借
の
調

一
一
一
五



《
ノ
l
ト
》

地
域
農
業
の
組
織
化
と
且
陣
地
流
動
化
・
集
団
的
土
地
管
理

整
に
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
の
も
つ
意
味
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
の
で

あ
る
。注

(
日
)
愛
東
町
の
野
菜
作
の
動
向
に
つ
い
て
は
前
掲
香
月
「
滋
賀
県

に
お
け
る
野
菜
作
の
展
開
と
市
場
問
題
」
参
照
。

(
凶
)
こ
の
点
は
「
昭
和
五
九
年
度
駐
村
研
究
員
会
議
」
の
記
録
も

参
照
会
総
研
月
報
』
六

O
年
四
月
号
)

C

(
日
)
因
に

I
集
落
と

O
集
落
の
各
世
帯
の
一
八
歳
以
上
の
世
帯
員

に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
で
は
、
「
親
か
ら
う
け
つ
い

だ
土
地
を
持
つ
人
は
、
そ
の
土
地
を
末
長
く
守
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
問
に
対
し
て
肯
定
的
に
答
え
た
の
は
、

五
O
歳
以
よ
の
人
で
は
七
一
%
な
の
に
対
し
、
四

O
歳
以
下
の

人
で
は
五
七
%
と
か
な
り
低
く
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
兼
業

農
家
の
自
家
農
業
保
持
・
農
家
の
維
持
・
再
生
産
の
問
題
を
考

え
る
上
で
注
目
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
(
川
端
豊
美
・
東
廉
「
集

落
の
社
会
関
係
と
住
民
の
社
会
意
識
調
査
」
前
掲
『
地
域
農
業

の
構
造
と
再
編
方
向
(

I

)

』)。

(
は
山
)
調
査
農
家
で
、
幹
部
社
員
で
あ
る
た
め
、
会
社
で
遠
隔
地
へ

の
転
勤
の
話
が
生
じ
、
父
も
高
齢
化
し
転
勤
す
れ
ば
自
家
農
業

が
維
持
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
会
社
を
辞
め
、
勤
務

先
を
変
更
し
た
と
い
う
例
が
あ
っ
た
。
会
社
で
の
地
位
、
安
定

性
よ
り
も
自
家
農
業
維
持
の
た
め
の
便
宜
を
優
先
す
る
と
い
う
、

自
家
農
業
維
持
の
志
向
の
強
さ
を
一
示
す
興
味
深
い
話
で
あ
る
。

(
げ

)

I
集
落
の
営
農
組
合
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
相
川
良
彦
「
集

一
一
一
六

落
活
動
と
合
意
形
成
の
方
法
l
l
l
滋
賀
県
愛
東
町

I
集
落
の
事

例
1
1
1
」
(
『
農
業
総
合
研
究
』
第
四

O
巻
第
二
号
予
定
)
お
よ

び
中
安
定
子
「
水
田
の
よ
り
よ
い
刷
用
方
法
を
求
め
て
」
(
朝

日
新
聞
社
『
新
し
い
農
村
田
』
、
昭
和
五
七
年
)
参
照
。

(
氾
)
以
上
の
点
、
詳
し
く
は
宇
野
忠
義
「
稲
作
の
生
産
力
構
造
」

(
前
掲
『
地
域
農
業
の
構
造
と
再
編
方
向
(

I

)

』
)
参
照
。

回
、
米
生
産
費
と
土
地
純
収
益
・
地
代

で
は
こ
う
し
た
農
地
賃
貸
借
を
め
ぐ
る
経
済
的
条
件

l
地
代
と
収
益
は

ど
の
よ
う
な
水
準
に
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
第
ゆ
表
は
農
水
省
『
昭

和
五
八
年
米
生
産
費
調
査
』
の
全
国
・
近
畿
・
滋
賀
の
数
字
と
、
愛
東
町

農
業
委
員
会
の
昭
和
五
入
年
度
標
準
小
作
料
改
訂
算
出
表
で
用
い
ら
れ
て

い
る
数
字
を
一
部
組
み
替
え
た
も
の
、
お
よ
び
集
落
の
③
農
家
の
五
九
年

実
績
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
標
準
小
作
料
の
改
訂
算
出
表
の
数
字
は
米

生
産
費
調
査
と
は
目
的
も
つ
く
り
方
も
異
な
る
の
で
同
列
に
は
比
較
で
き

な
い
が
、
他
に
適
当
な
数
字
が
な
い
の
で
こ
の
地
域
の
状
況
と
特
徴
を
と

ら
え
る
一
応
の
目
安
と
し
て
用
い
た

3

ま
ず
滋
賀
平
均
で
は
近
畿
平
均
と
同
様
に
土
地
純
収
益
は
赤
字
に
な
っ

て
お
り
、
一
・
五

t
一
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
層
で
や
っ
と
一
万
円
、
二
ヘ
ク
タ
ー

ル
以
上
層
で
二
万
円
の
土
地
純
収
益
を
計
上
し
て
い
る
。
こ
の
層
で
か
ろ

う
じ
て
現
物
に
し
て
米
一
俵
程
度
の
地
代
負
担
力
が
形
成
さ
れ
て
い
る
わ



第 15表米生産費と士地純収益 (10a当たり

1~ 1. 5 2 ha 以上

(単位円〉

昭 和 58 年米生産費調査

全国|近畿|滋賀|うち
I O.::)~lha 1.5-2 

I集落
③農家

(8召59)

粗

収

収 益 (A~ 11引 154l
161，781 160，120 154，040 

512 509 494 

210，367 

605 

費用合計 (B) 142，179 168，334 167，097 182，679 147，287 134，814 140，390 107，267 157，307 

うち労 働 費 56，281 70，542 68，587 71，837 59，242 60，550 71，323 22，640 61，6ヲ2

農機具 費 40，970 54， 192 50，207 57，880 45， 708 36，89ヲ 31，024 22，939 220 

賃借料及料金 7，981 7，223 10，985 14，488 2，549 7，aコ4 6，157 8，450 38，846 

償却費 (C) 41，604 54，983 51，028 60，217 48，235 36，869 25，833 8，811 

資本利子 (D) 7，558 10，062 9，812 11，393 9， 746 7，474 5，718 6，197 (5，718) 

土地純収益

A-(B+D) 8， 153 "26，264 "16，027 "32，291 3，087 11，752 20，017 42，366 47，342 

A-(B十D-C) 49，757 28，719 35，αコl 27，926 51，322 48，621 45，850 

労働時間 61.2I 65.7 I 57.2 59.5 49.8 47.9 

1時間当たり労働費 920I 1， 073 I 1， 2∞ 1，207 1，190 1，264 

注(1) 米生産質調査は『昭和田年次滋賀農林水産統計年報』より.

(2) 愛東町は，愛東町農委『昭和58年度標準小作料改訂算出表』の数字を用いた ただし，公租公課のうち，土地改良費は水

手IJ費にふくめ，他は費用から除外して計算.なお粗収益は収量の最も高い第 l地域をとっている.
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地
域
農
業
の
組
織
化
と
農
地
流
動
化
・
集
団
的
土
地
管
理

け
で
あ
る
。
近
畿
・
滋
賀
が
こ
の
よ
う
に
低
収
益
で
あ
る
の
は
労
働
費
の

高
さ
と
農
機
具
の
高
さ
が
お
も
な
要
因
で
あ
る
こ
と
は
全
固
と
の
比
較
で

も
明
ら
か
で
あ
り
、
既
に
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
愛
東
町
は
こ
の
表
で
は
四
・
二
万
円
の
土
地
純
収
益
を
生

み
だ
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
農
機
具
費
の
低
さ
と
労
働
費
の
低

さ
の
た
め
で
あ
る
。
前
者
は
賃
借
料
と
合
わ
せ
て
も
ゴ
了
一
万
円
で
、
滋

賀
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
層
の
償
却
費
も
ふ
く
め
た
五
・
三
万
円
の
約
半
額

に
な
っ
て
い
る
。
営
農
組
合
が
普
及
し
た
結
果
の
反
映
と
し
て
良
い
で
あ

ろ
う
(
そ
の
よ
う
に
計
算
し
て
い
る
面
も
あ
る
が
)
。

後
者
の
低
さ
は
一

0
ア
ー
ル
当
た
り
二
八
時
間
と
い
う
労
働
時
間
の
少

な
さ
と
、
一
時
間
当
た
り
八

O
O円
と
い
う
労
働
評
価
額
の
低
さ
の
た
め

で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
の
一

0
ア
ー
ル
当
た
り
二
八
時
間
と
い
う
の
は
、

滋
賀
で
投
下
労
働
時
聞
が
最
も
少
な
い
一
・
五
i
一
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
層
で
さ

え
約
四
八
時
間
で
あ
り
、
ニ
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
作
付
け
て
い
る
③
農
家
が

五
一
時
間
で
あ
り
、
一
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
経
営
の
F
農
家
の
場
合
で
も
四

0

時
間
弱
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
い
さ
さ
か
過
少
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
仮
に

一
0
ア
ー
ル
当
た
り
四

C
時
間
と
し
、
時
間
当
た
り
評
価
額
を
近
畿
平
均

の一

O
七
三
円
と
し
て
計
算
し
な
お
せ
ば
土
地
純
収
益
は
約
二
・
二
万
円
、

滋
賀
平
均
の
一
二

O
O円
で
計
算
し
な
お
せ
ば
約
一
・
七
万
円
と
な
る
。

参
考
ま
で
に
I
集
落
の
③
農
家
の
五
九
年
の
実
績
で
み
る
と
、
一

0
ア

ー
ル
当
た
り
労
働
時
聞
は
滋
賀
の
一

t
一
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
層
と
ほ
ぼ
同
じ
、

一一一八

農
機
具
費
は
殆
ど
が
賃
借
料
の
方
に
吸
収
さ
れ
て
お
り
、
合
計
す
る
と

四
・
八
万
円
で
滋
賀
の
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
層
よ
り
は
か
な
り
低
い
が
、

さ
き
の
町
の
そ
れ
よ
り
は
高
い
。
こ
の
結
果
一

0
ア
ー
ル
当
た
り
費
用
は

一
五
・
七
万
円
で
滋
賀
平
均
よ
り
は
一
万
円
低
い
が
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上

層
よ
り
は
一
・
七
万
円
高
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
五
九
年
は
豊
作
年

で
あ
っ
た
た
め
に
粗
収
益
が
高
く
な
っ
た
か
ら
四
・
七
万
円
の
土
地
純
収

益
を
実
現
し
て
い
る
。
し
か
し
五
八
年
の
収
量
で
あ
れ
ば
土
地
純
収
益
は

約
一
・
五
万
円
で
実
勢
小
作
料
を
下
ま
わ
る
水
準
で
あ
る
。

以
上
で
み
る
限
り
、
特
別
に
低
い
労
働
時
間
と
労
働
評
価
、
あ
る
い
は

高
い
収
婁
か
実
現
さ
れ
な
け
れ
ば
四
万
円
前
後
の
土
地
純
収
益
は
確
保
さ

れ
ず
、
平
均
的
な
収
量
と
労
働
評
価
で
は
せ
い
ぜ
い
実
勢
小
作
料
な
み
、

場
合
に
よ
っ
て
は
割
り
こ
む
計
算
と
な
る
。
基
本
的
に
は
こ
の
地
域
も
低

収
益
・
低
地
代
負
担
カ
の
地
域
で
あ
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ

F
円
ノ
。

他
方
、
地
代
に
つ
い
て
み
る
と
、
町
の
農
業
委
員
会
で
設
定
し
て
い
る

標
準
小
作
料
は
水
田
で
二
万
二

0
0
0円
、
一
万
九

0
0
0円
、
一
万
六

0
0
0円
の
三
種
で
、
こ
れ
は
五
四
年
以
来
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。

実
勢
小
作
料
も
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
水
準
で
集
落
の
事
例
で
み
て
も
、
一

0
ア

ー
ル
当
た
り
現
物
の
場
合
米
一
俵
、
貨
幣
で
は
一
万
八

0
0
0円
l
一一万

円
と
い
う
の
が
多
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
地
域
で
の
水
利
費
や
土
地
改
良
費
等
の
負
担
の
仕
方



は
、
共
済
費
・
水
利
費
等
は
小
作
側
の
負
担
で
あ
る
が
、
圃
場
整
備
費
や

ダ
ム
償
還
金
は
地
主
側
の
負
担
で
(
推
定
一

t
二
万
円
)
、
そ
の
他
に
も

国
定
資
産
税
等
の
負
担
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
小
作
料
か
ら
控
除
す
る
と
、

地
主
側
の
手
も
と
に
残
る
の
は
極
く
僅
か
と
な
る
。
貸
付
け
に
よ
る
実
質

的
な
地
主
取
分
は
あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
わ
け
で
、
地
主
側
に
と
っ
て
の

貸
付
け
の
意
味
は
、
土
地
の
維
持
管
理
の
た
め
の
貸
付
け
と
い
う
商
が
強

く
な
る
。

こ
う
し
て
こ
こ
で
の
農
地
賃
貸
借
は
、
借
り
手
側
、
貸
し
手
側
双
方
に

と
っ
て
低
収
益
・
低
地
代
で
あ
り
、
そ
う
し
た
状
況
を
打
破
す
る
に
は
収

量
増
、
コ
ス
ト
低
下
を
も
た
ら
す
よ
う
な
生
産
力
の
ひ
き
あ
げ
が
必
要
で

あ
る
。
借
地
大
経
営
に
と
っ
て
も
、
そ
の
実
現
如
何
が
安
定
的
存
続
の
如

何
を
左
右
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

五
、
集
団
的
土
地
管
理
と
集
落
・
町
村

パ
門
、
営
慶
組
合
の
活
動
と
集
落
に
お
け
る
集
団
的
土
地
利
用
・
土
地
管

理
川
、
こ
れ
ま
で
し
ば
し
ば
言
及
し
た
よ
う
に
I
集
落
の
営
農
組
合
は
、

耕
起
・
収
穫
等
の
主
要
機
械
作
業
を
担
う
こ
と
を
通
じ
て
集
落
の
農
業
を

支
え
て
い
る
。
そ
れ
は
一
面
で
は
、
兼
業
中
下
層
に
と
っ
て
稲
作
の
省
力

化
の
体
制
の
整
備
を
通
じ
て
兼
業
へ
の
傾
斜
を
促
進
す
る
条
件
で
あ
る
と

同
時
に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
借
入
地
拡
大
、
規
模
拡
大
を
も
可
能
に
す
る

《
ノ
l
ト
》

地
域
農
業
の
組
織
化
と
農
地
流
動
化
・
集
団
的
土
地
管
沼 条

件
で
あ
っ
た
。
他
面
専
業
的
上
層
に
と
っ
て
も
、
営
農
組
合
の
中
心
的

担
い
手
と
し
て
そ
の
負
担
は
相
対
的
に
大
き
い
が
、
営
農
組
合
の
活
動
を

通
じ
て
集
落
の
農
業
が
全
体
と
し
て
存
立
し
て
い
く
こ
と
が
、
ブ
ロ
ッ
ク

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
.
転
作
跡
地
の
期
間
借
地
に
端
的
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

こ
の
層
に
と
っ
て
も
↑
仔
立
条
件
で
あ
っ
た
。
営
農
組
合
が
集
落
の
農
業
を

支
え
る
よ
う
な
、
こ
う
し
た
活
動
・
体
制
を
基
礎
に
し
て
、

I
集
落
で
は

集
落
的
な
合
意
に
基
づ
く
土
地
利
用
計
画
、
作
付
の
計
画
化
・
団
地
化
・

作
業
受
委
託
や
共
同
作
業
・
農
業
機
械
・
施
設
の
共
同
利
用
、
農
地
の
所

有
と
利
用
の
調
整
等
の
取
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

水
田
利
用
再
編
対
策
に
関
し
て
は
、
-
集
落
で
は
最
初
の
年
の
個
別
パ

ラ
転
の
反
省
の
上
に
立
っ
て
他
の
集
落
に
先
が
け
て
五
四
年
か
ら
プ
ロ
ッ

ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
↓
刀
式
に
よ
る
集
団
転
作
の
実
施
に
ふ
み
き
っ
た
(
そ

の
経
験
が
五
五
年
か
ら
町
内
の
大
部
分
の
集
落
で
集
団
転
作
・
ブ
ロ
ッ
ク

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
ル
ユ
導
入
す
る
契
機
と
な
っ
た
)
。
こ
の
方
式
は
各
年
の

転
作
圃
場
を
図
示
し
た
第
六
図
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
集
団
転
作
地
を

年
々
移
動
さ
せ
る
方
式
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
実
施
の
た
め
に
は
集
落
全
体

の
長
期
的
な
土
地
利
用
計
画
と
、
そ
れ
に
関
す
る
全
体
の
合
意
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に
は
場
合
に
よ
っ
て
は
交
換
耕
作
等
、

土
地
の
所
有
と
利
用
の
調
整
や
、
転
作
の
作
業
を
営
農
組
合
が
担
う
体
制

の
整
備
等
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

こ
う
し
た
取
組
み
の
中
か
ら
作
成
さ
れ
た
の
が
、
稿
末
に
資
料
川
と
し

一
二
九
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一
三

O

て
掲
げ
た
『
I
地
区
農
用
地
利

用
規
程
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

地
域
ぐ
る
み
で
の
農
用
地
の
利

用
改
善
を
は
か
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
も
の
で
、
そ
の
た
め
に

主
要
作
物
の
作
付
地
の
集
団
化

や
そ
の
実
行
方
策
、
用
排
水
管

理
や
栽
培
管
理
・
地
力
増
進
方

策
、
農
作
業
の
受
委
託
や
共
同

作
業
・
農
業
機
械
・
施
設
の
共

同
利
用
等
に
よ
る
農
作
業
の
効

率
化
等
に
つ
い
て
細
か
な
と
り

き
め
を
行
な
っ
て
い
る
。
更
に

そ
こ
で
は
、
「
労
働
力
不
足
等

に
よ
り
、
自
ら
耕
作
を
行
う
こ

と
が
困
難
な
者
等
は
組
合
に
申

し
出
る
も
の
と
す
る
」
、
「
作
付

地
の
集
団
化
、
団
地
化
に
伴
っ

て
そ
の
農
地
利
用
に
つ
い
て
利

用
権
の
設
定
又
は
、
農
作
業
委

託
を
希
望
す
る
農
地
所
有
者
は
、



組
合
に
申
出
る
も
の
と
す
る
」
と
し
て
営
農
組
合
に
よ
る
所
有
権
と
利
用

権
と
の
調
整
に
つ
い
て
も
明
文
化
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
内
容
は
、
さ
き
に
ふ
れ
た
D
集
落
に
お
け
る
「
農
用
地
利
用

規
程
」
の
そ
れ
と
か
な
り
似
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
こ
の
規
程
の
作
成

に
あ
た
っ
て
役
場
等
か
ら
の
指
導
が
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
が
、
こ

こ
で
重
要
な
の
は
、
そ
の
こ
と
よ
り
も
、
こ
う
し
た
規
程
に
も
ら
れ
て
い

る
内
容
の
多
く
は
、
こ
の
規
程
が
設
け
ら
れ
る
前
か
ら
既
に
実
行
さ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ま
で
の
取
組
み
の
中
で

既
に
実
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
こ
こ
で
あ
ら
た
め
で
確
認
さ
れ
て
い
る
と

い
う
面
が
強
い
の
で
あ
る
。

『

I
地
区
農
用
地
利
用
規
程
』
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
う
し
た
取
組
み
を
、

我
々
は
、
集
落
・
営
農
組
合
に
よ
る
、
集
団
的
土
地
利
用
・
土
地
管
理
へ

の
取
組
み
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

側
、
し
か
も
以
上
の
取
組
み
は
I
集
落
の
多
く
の
農
家
に
受
容
さ
れ
、

定
着
し
て
き
で
い
る
。
こ
れ
を
農
家
の
農
地
意
識
に
関
す
る
面
接
調
査
結

果
か
ら
確
認
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

第
M
U

表
は
付
表
問
の
右
欄
に
示
し
た
「
農
地
の
売
買
・
貸
借
は
ど
う
い

う
方
法
で
や
る
の
が
望
ま
し
い
か
」
と
い
う
問
い
に
対
す
る
回
答
を
集
計

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
「
集
落
・
営
農
組
合
の
話

し
あ
い
を
通
じ
て
」
と
答
え
た
も
の
が
最
も
多
く
て
全
体
の
四
三
%
を
占

め
、
他
の
地
域
で
は
多
い
と
予
想
さ
れ
る
「
個
別
の
相
対
取
引
を
通
じ

《
ノ

I
ト
》

地
域
農
業
の
組
織
化
と
農
地
流
動
化
・
集
団
的
土
地
管
理 て

」
の
二
八
%
'
を
大
き
く
上
ま
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
特
に
貸
付
農
家

層
で
は
「
集
落
・
営
農
組
合
の
話
し
あ
い
を
通
じ
て
」
が
多
く
な
り
、
五

0
4
F
に
達
し
て
い
る
。
表
の
注
に
も
記
し
た
よ
う
に
複
数
回
答
等
も
含
め

て
集
計
し
て
い
る
が
、
そ
の
多
く
は
2
と
4
、
す
な
わ
ち
「
農
業
委
員
が

聞
に
は
い
る
」
と
「
集
落
・
営
農
組
合
の
話
し
あ
い
を
通
じ
て
」
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
主
に
、
売
買
に
つ
い
て
は
「
農
業
委
員
が
聞
に
は
い
る
」
、

貸
借
に
つ
い
て
は
「
集
落
・
営
農
組
合
の
話
し
あ
い
を
通
じ
て
」
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
は
、
既
に
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
土
地
利
用
の
計
画

化
・
団
地
化
・
農
地
貸
借
の
調
整
等
に
営
農
組
合
が
か
か
わ
っ
て
き
た
実

績
の
反
映
で
あ
り
、
多
く
の
農
家
が
そ
れ
を
受
容
し
、
定
着
し
て
き
で
い

る
こ
と
を
示
す
興
味
深
い
調
査
結
果
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

な
お
、
参
考
ま
で
に
「
持
っ
て
い
る
農
地
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
」
と
い
う
こ
と
、
い
わ
ば
農
家
の
土
地
保
有
観
を
き
い
て
み
た
の
が
、

次
の
第
げ
表
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
農
地
を
「
生
産
・
生
活
の
欠
か

せ
な
い
手
段
で
あ
る
」
と
す
る
も
の
が
、
「
先
祖
か
ら
ゆ
ず
ら
れ
た
家
の

財
産
な
の
で
手
放
せ
な
い
」
と
す
る
も
の
と
と
も
に
多
数
を
占
め
(
そ
れ

ぞ
れ
三
一
%
、
四
九
%
)
、
「
値
上
が
り
を
期
待
す
る
」
と
し
て
資
産
視
す

る
も
の
は
極
め
て
少
な
い
。
こ
れ
は
、
農
地
は
農
地
と
し
て
有
効
に
利
用

す
ベ
し
、
と
す
る
さ
き
の
「
農
用
地
利
用
規
程
」
の
精
神
に
対
応
す
る
も

の
で
あ
り
、
後
述
す
る
転
用
の
規
制
、
地
価
の
抑
制
の
取
組
み
が
一
定
の

一
一
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第 16表農家の農地意識(1) 農地の売買・貸借はどういう方法でやるのが望ましいか

経営耕地規模別 | 貸借の有無別

0.5ha未満 O.己-1 1-2 2-3 3ha以上 借あ入り地 I貸あ付り地 I借付な入し・貸

個別の相対取引を通じて 20 7 

農業委員が間にはいる 15 2 3 

農業委員以外の第三者が聞にはいる 4 

集落・営農組合の話しあいを通じて 31 4 7 

その他 2 

注(1) 愛東町 I集落農家実態調査(昭和60年 l月)より.

(2) 貸借の有無別では，両方がある農家は面積の多い方を主った.

(3) 複数を回答したのもそのまま計算したがその内容は以下の通り.

2と4-6

2と 3-2

1左 4， 3左 4，1と 2各 l

ヲ 2 7 3 10 

3 4 7 4 4 

2 

13 4 3 11 9 11 

2 

第 17表農家の農地志識(2) 持っている農地についてどのように考えるか

経営耕地規模別 (一無別

I O~5~ 0.5-1 1-2 2-3 3 ha 借入地|貸付地I貸借な
未満 ・ 以上あり|あり し

61l:|;|l:  
生産・生活の欠かせない手段である 26 7 9 3 

今の主ころなくても困らないが，いざという時に必要なもの 13 5 υ r 

資産として所有し，値上りを期待する 4 3 

先祖からゆずられた家の財産なので手放せない 41 6 15 15 3 18 

注.前表に同じ.



効
を
奏
し
て
い
る
こ
と
の
反
映
で
も
あ
ろ
う
。

同
、
町
村
に
お
け
る
土
地
利
用
規
制
・
調
整
の
取
組
み

以
上
の
よ
う
な
集
落
で
の
合
意
に
基
づ
く
土
地
利
用
計
画
・
作
付
け
の

集
団
化
・
営
農
組
合
に
よ
る
作
業
受
託
・
共
同
作
業
・
共
同
利
用
・
農
地
の

所
有
権
と
利
用
権
の
調
整
等
の
取
組
み
は
、
集
団
的
土
地
利
用
・
土
地
管

理
に
向
か
う
取
組
み
と
し
て
評
価
す
べ
き
内
容
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
が
、
愛
東
町
で
は
こ
う
し
た
集
団
的
土
地
利
用
・
土
地
管
理
へ
の
取

組
み
は
I
集
落
だ
け
で
孤
立
的
に
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
同
様

な
取
組
み
は
少
な
か
ら
ぬ
集
落
で
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
同
時

に
最
近
で
は
金
町
的
な
土
地
利
用
規
制
・
調
整
の
取
組
み
も
行
な
わ
れ
て
、

両
者
が
相
互
に
支
え
あ
う
よ
う
な
展
開
を
み
せ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ

る
。
最
後
に
愛
東
町
に
お
け
る
農
業
振
興
施
策
の
展
開
の
一
環
と
し
て
の
、

こ
の
面
に
つ
い
て
の
取
組
み
に
ふ
れ
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

稿
末
の
資
料
聞
に
は
昨
年
制
定
さ
れ
た
「
愛
東
町
農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
管
理
要
綱
」
を
載
せ
た
。
こ
れ
は
、
地
域
農
業
の
健
全
な
発
展
の
た

め
に
優
良
農
地
の
保
全
と
適
正
な
利
用
・
管
理
に
努
め
、
町
土
資
源
の
合

理
的
な
利
用
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
た
め
に
各
集

落
毎
に
資
料
聞
の
よ
う
な
集
落
土
地
利
用
協
定
書
を
締
結
し
、
整
備
計
画

の
見
直
し
基
準
を
設
け
て
転
用
、
特
に
ス
プ
ロ

i
ル
的
転
用
を
規
制
し
、

集
落
で
の
土
地
利
用
計
画
の
見
直
し
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
区
の
役
員

《ノ
I
ト
》

地
域
農
業
の
組
織
化
と
農
地
流
動
化
・
集
団
的
土
地
管
理 や

関
係
機
関
と
の
協
議
・
調
整
を
必
要
と
す
る
こ
と
を
と
り
き
め
た
も
の

で
あ
る
。
企
業
立
地
の
新
た
な
動
向
、
農
振
計
画
の
線
引
き
見
直
し
問
題

が
で
て
く
る
中
で
、
転
用
、
特
に
ス
プ
ロ
ー
ル
的
転
用
を
、
集
落
全
体
の

合
意
形
成
に
葛
つ
く
規
制
に
よ
っ
て
極
力
抑
制
し
、
優
良
農
地
の
保
全
確

保
を
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
基
づ
き
各
集
落
で
集
落
の

全
戸
が
署
名
し
た
集
落
土
地
利
用
協
定
書
が
締
結
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
法
的
拘
束
カ
は
弱
い
が
、
地
域
の
土
地
利
用
に
関
す
る
基
準
、

な
い
し
は
一
種
の
規
範
、
を
設
け
そ
れ
に
つ
い
て
の
集
落
・
町
で
の
協
定
、

合
意
形
成
を
通
じ
て
土
地
利
用
の
規
制
・
計
画
化
を
は
か
つ
て
い
こ
う
と

す
る
も
の
で
あ
り
、
農
地
移
動
で
の
一
筆
単
位
の
統
制
・
転
用
規
制
等
で

の
公
的
管
理
と
と
も
に
、
集
落
で
の
集
団
的
土
地
利
用
、
土
地
管
理
の
取

組
み
と
相
互
に
補
白
河
し
あ
う
、
一
種
の
公
的
・
集
団
的
土
地
管
理
の
試
み

と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

愛
東
町
に
お
け
る
農
業
立
町
を
基
本
と
す
る
各
種
の
農
業
振
興
施
策
の

展
開
、
特
に
こ
う
し
た
農
用
地
の
有
効
利
用
と
優
良
農
用
地
の
確
保
・
保

全
、
そ
の
た
め
の
ス
グ
ロ
!
ル
的
な
転
用
の
規
制
等
の
取
組
み
は
、
愛
東

町
の
地
価
の
水
準
と
そ
の
推
移
に
も
よ
く
反
映
し
て
い
る
。

次
の
第
ゆ
表
は
、
愛
東
町
の
農
地
価
格
の
推
移
を
周
辺
町
村
や
県
平
均

の
動
向
と
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
隣
町
の
湖
東
町
と
比
較
す
る
と
、
四

0
年
代
後
半
は
む
し
ろ
愛
東
町
の
方
が
高
か
っ
た
が
、
五

0
年
代
に
は
逆

転
し
て
い
る
。
都
+
巾
化
の
進
ん
で
い
る
八
日
市
市
は
勿
論
、
都
市
計
画
法

一
} 

ー一
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昭

Z

760 

843 

ヲ00

955 

1，020 

1，011 

1，120 

1，148 

1，158 

第 18表

四

非
指
定
・
農
用
地
区
域
の
県
平
均
や
愛
知
郡
内
の
他

町
村
と
比
較
し
て
も
、
愛
東
町
の
地
価
は
か
な
り
低

位
に
抑
制
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
こ
の
表
か
ら
う
か
が

え
る
で
あ
ろ
う
。

も
っ
と
も
、
耕
作
目
的
で
一

0
ア
ー
ル
当
た
り
六

七
万
円
、
と
い
う
よ
う
に
こ
の
地
価
調
査
の
性
格
上

や
や
低
め
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
-
集
落
で
の
農
家

の
売
買
地
価
で
み
る
と
(
第
ゆ
表
)
、
耕
作
目
的
な

ら
一

0
ア
ー
ル
当
た
り
一

0
0万
円
、
非
農
業
用

(
転
用
)
で
三

O
O万
円
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
、
こ

れ
が
現
実
の
相
場
と
な
っ
て
い
る
。
耕
作
目
的
に
つ

い
て
は
農
業
内
的
な
地
価
形
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
の
関

連
が
断
ち
き
ら
れ
る
ほ
ど
の
水
準
に
ま
で
は
い
っ
て

、t
、。

L
v
f、

U
I
集
落
で
の
農
地
の
売
買
事
例
は
そ
れ
ほ
ど
多
く

な
く
、
農
地
流
動
化
の
主
流
は
賃
貸
借
に
移
っ
て
は

い
る
が
、
ス
プ
ロ

l
ル
的
転
用
を
規
制
し
、
地
価
を

低
位
に
抑
制
し
て
資
産
的
所
有
化
を
防
い
で
い
る
こ

と
が
、
農
地
は
農
地
と
し
て
有
効
に
利
用
す
べ
し
と

す
る
立
場
を
よ
り
強
化
し
、
ひ
い
て
は
賃
貸
借
を
も

ス
ム
ー
ズ
に
展
開
し
う
る
基
盤
を
つ
く
り
出
し
て
い



的 1吋嘉門!il地百[売買|自
考

l 5l| ④より(残存小作地)

⑧ 田 売 2Cコ

⑧ 回 買 耕作目的 47 70 

⑬ 林地 売 工場用地 48 250 10 

⑫ 回 ~ 宅地 52 600 25 

⑦ 畑|買 耕作目的| 55 90 10 ⑩より

@ 回 l 売 (転用〉 58 3α〕 29 

⑧ 田 タ (タ〕 58 300 12 建設業者へ

⑮ 畑 " 耕作目的 59 100 2 ⑩へ

⑫ 田 l 買 ~ 59 150 13 @より 10年前よりの借
入地

備

注.農家実態調査より.

る
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

六
、
結

び

序
で
述
べ
た
よ
う
に
本
稿
で
は
二
つ
の
問
題
を
課
題
と
し
て
設
定
し
た
。

一
つ
は
、
地
域
農
業
の
組
織
化
と
農
地
流
動
化
が
地
域
農
業
の
種
々
の
態

様
の
中
で
ど
の
よ
う
な
関
連
を
も
っ
て
展
開
し
て
い
る
か
と
い
う
問
題
で

あ
り
、
も
う
一
つ
は
集
団
的
土
地
管
理
の
取
組
み
が
地
域
農
業
の
組
織
化

と
ど
の
よ
う
な
関
連
を
も
っ
て
す
す
め
ら
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
問
題
で

あ
る
。前

者
の
点
に
関
し
て
は
、
地
域
農
業
の
組
織
化
は
一
般
的
に
は
、
例
え

ば
生
産
組
織
が
専
兼
ぐ
る
み
、
集
落
ぐ
る
み
で
組
織
さ
れ
、
そ
れ
が

E
兼

農
家
・
老
人
農
家
等
の
農
業
を
支
え
る
方
向
に
作
用
す
る
と
き
、
農
地
流

動
化
に
対
し
て
抑
制
的
に
作
用
し
、
地
域
農
業
の
組
織
化
と
農
地
流
動
化

は
互
に
対
立
す
る
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
現
に
、
愛
東
町
の
事
例

に
お
い
て
も
集
落
ぐ
る
み
の
営
農
組
合
が

E
兼
農
家
の
農
業
を
支
え
る
形

で
よ
く
機
能
し
、
賃
貸
借
は
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
集
落
と
、
営
農
組
合

が
衰
退
し
機
能
し
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
で
賃
貸
借
が
拡
大
し
、
借
地
大
経

営
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
集
落
と
い
う
よ
う
な
二
つ
の
極
め
て
対
照
的
な

タ
イ
プ
の
集
落
の
存
在
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
の
限
り
で
は
さ
き
の
一
般
的

傾
向
は
こ
こ
で
も
確
認
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
地
域
農
業
の
組
織
化
と
農
地
流
動
化
は
総
て
の
場
合

一
三
五
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地
域
農
業
の
組
織
化
と
農
地
流
動
化
・
集
団
的
土
地
管
理

に
排
除
し
あ
う
わ
け
で
は
な
い
。
組
織
化
が
進
み
、
集
団
型
で
あ
る
と
同

時
に
賃
貸
借
も
展
開
す
る
と
い
う
よ
う
に
両
者
が
併
進
的
な
タ
イ
プ
の
集

落
も
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
我
々
は
、
そ
う
し
た
タ
イ
プ
の
典
型
を

な
す
と
考
え
ら
れ
る
I
集
落
の
事
例
を
と
り
あ
げ
、
各
農
家
諸
階
層
の
経

営
動
向
や
農
地
賃
貸
借
の
動
き
、
お
よ
び
そ
れ
に
対
す
る
営
農
組
合
の
か

か
わ
り
方
を
分
析
し
な
が
ら
、
こ
の
集
落
に
お
い
て
集
団
的
で
あ
る
こ
と

と
、
借
地
展
開
的
で
あ
る
こ
と
と
が
ど
の
よ
う
な
条
件
の
も
と
で
結
び
つ

き
、
両
者
が
併
進
的
に
展
開
し
て
い
る
の
か
を
検
討
し
た
。

こ
こ
で
は
営
農
組
合
が
、
専
業
的
農
家
層
を
中
心
と
し
つ
つ
も
集
落
ぐ

る
み
、
専
兼
ぐ
る
み
の
参
加
で
運
営
さ
れ
、
そ
れ
が
集
落
の
農
作
業
の
主

要
部
分
を
担
い
、
兼
業
稲
作
を
維
持
し
、
そ
の
面
で
は
貸
借
に
対
し
抑
制

的
な
方
向
で
作
用
し
て
い
る
。
し
か
し
他
面
、
営
農
組
合
の
集
団
的
土
地

利
用
や
農
地
賃
貸
借
の
調
整
を
は
か
る
よ
う
な
取
組
み
の
中
で
、
労
働
力

条
件
・
就
業
条
件
等
か
ら
農
業
維
持
が
困
難
と
な
っ
た
と
き
営
農
組
合
を

仲
介
と
し
て
、
安
ん
じ
て
農
地
を
貸
付
け
に
出
せ
る
よ
う
な
状
況
も
つ
く

り
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
条
件
の
も
と
で
、
こ
こ
で
は
集
団
的
で
あ

る
こ
と
と
借
地
展
開
的
で
あ
る
こ
と
と
が
併
進
的
に
進
ん
で
い
る
の
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
特
に
専
業
的
農
家
が
層
と
し
て
存
在
し
て
営
農
組
合
を
中

心
的
に
支
え
、
そ
の
部
分
が
貸
借
の
主
た
る
受
け
手
層
を
構
成
し
て
い
る

こ
と
、
更
に
こ
の
部
分
に
は
そ
さ
い
作
が
入
り
、
稲
作
を
基
幹
と
し
つ
つ

も
複
合
的
な
経
営
展
開
を
は
か
つ
て
い
て
、
そ
れ
が
こ
れ
ら
の
経
営
を
農

一=一六

業
専
従
的
た
ら
し
め
、
層
と
し
て
貸
借
の
受
け
手
を
構
成
す
る
支
え
と
な

っ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
が
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
集

団
的
な
展
開
の
中
B

で
は
突
出
し
た
大
経
営
は
生
み
だ
さ
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
は
後
者
の
問
題
と
も
関
連
す
る
。
集
団
的
土
地
管
理
に
つ

い
て
は
、
こ
こ
で
は
必
ず
し
も
充
分
な
理
論
的
整
理
を
し
な
い
で
使
っ
て

い
る
面
も
あ
る
が
、
営
農
組
合
の
活
動
を
基
盤
と
し
、
水
田
利
用
再
編
対

策
を
契
機
に
、
集
落
の
合
意
に
基
づ
き
な
が
ら
プ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
方
式
で
の
集
団
転
作
を
す
す
め
、
集
落
・
営
農
組
合
が
集
落
の
資
源
と

し
て
の
土
地
の
保
全
・
管
理
と
そ
の
有
効
利
用
、
所
有
権
と
利
用
権
の
調

整
・
集
落
の
主
要
な
農
作
業
の
編
成
に
も
か
か
わ
っ
て
い
く
よ
う
な
実
態

が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。
こ
う
し
た
動
き
は
、
集
団
的
土
地
利
用
の
展
開

と
し
て
‘
更
に
は
集
団
的
な
土
地
管
理
の
取
組
み
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と

が
で
き
る
と
二
ろ
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
前
述
し
た
地
域

農
業
の
組
織
化
・
営
農
組
合
の
活
発
な
取
組
み
を
支
え
と
し
て
実
現
さ
れ

て
い
る
。
と
う
し
た
体
制
の
存
奇
か
、
兼
業
農
家
・
老
人
農
家
等
の
農
業

維
持
が
困
難
と
な
っ
た
と
き
安
ん
じ
て
農
地
を
貸
付
け
に
出
せ
る
よ
う
な

状
況
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
形
で
地
域
農
業
の

組
織
化
・
集
団
的
土
地
管
理
と
賃
貸
借
の
展
開
と
が
結
び
つ
く
内
的
条
件

が
つ
く
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

集
団
的
土
地
管
理
の
問
題
に
お
い
て
も
う
一
つ
見
落
と
せ
な
い
の
は
、

こ
う
し
た
集
落
レ
ベ
ル
で
の
取
組
み
と
と
も
に
、
自
治
体
レ
ベ
ル
で
の
、



農
地
移
動
の
一
筆
毎
の
管
理
と
転
用
規
制
等
の
公
的
管
理
、
農
地
の
大
枠

自
体
を
守
り
、
農
地
を
保
全
す
る
取
組
み
で
あ
り
、
集
落
レ
ベ
ル
で
の
取

組
み
と
自
治
体
レ
ベ
ル
で
の
そ
れ
と
が
相
互
に
支
え
あ
う
関
係
に
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
地
域
で
は
、
農
地
価
格
が
周
辺
町
村
に
比
し
か

な
り
低
水
準
に
抑
え
ら
れ
、
農
地
か
農
地
と
し
て
機
能
し
う
る
基
盤
が
存

在
し
、
農
家
の
多
く
が
農
地
を
正
常
に
生
産
手
段
と
し
て
と
ら
え
て
い
る

こ
と
も
、
あ
る
面
で
は
こ
う
し
た
取
組
み
の
反
映
で
も
あ
ろ
う
。

(
本
稿
は
特
別
研
究
「
高
生
産
性
土
地
利
用
型
営
農
主
体
の
形
成
条
件

及
び
経
営
管
理
方
式
の
解
明
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
)
。
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地
域
農
業
の
組
織
化
と
農
地
流
動
化
・
集
団
的
土
地
管
理

一
三
七



1 ¥11< 

そ の 妻 後 継 者 そ の 妻 そ の 他

l年判官襲[兼 業 年齢|守重|兼 業 年齢I~~I 兼 業 年齢 I~~I 兼 業

40 a 父64 a 
45 a リ ゾ時 父81 e 母77 e 長女21 f 銀行員
51 a 33 e 大 ヱ 26 f 
5ヲ a 34 c 会社員 34 e リ ン時
56 b リ ゾ時 27 e 銀行員
己8 a 31 d 県職員 28 d 県職員
60 a 32 c リ ン時

己4 c 31 c 会社員 28 e 職 員
48 d ゴル 7 t暴 23 e 恒県勤職(建設員) 父76 e 母61 e 
61 a 35 e 
61 b 長女37 f 自 営
35 d 恒 勤 父76 b 
50 d リ ン〆時
48 e 工 員 25 f 会社員

60 d 31 e 会社員
47 c エ 員 23 e 銀行員 長女19 f 事務員
58 d 
45 a 23 e 職 員
52 b リ ソ時
50 d ヱ 員 うと81 d 
37 d リ γ 時 母76 d 
47 d 工 員 25 e 会社員 次男21 f 会社員
43 e リ γ 時

55 c り γ 時
70 e 

父81 c 
42 c 工 員
54 c リ γ 時 28 e 会社員
38 e リ ソ時 父68 e 
46 c り ソ時 22 e 会社員
33 e 職 員 母63 a 
43 a 長女18 e 事務員
61 e 35 f 会社員

付表(1) 調査農家の労働力構成と就業状態(1集落，昭和 60年 l月〕

会
恒

職
ヨ二

c
c
a
a
j
u
j
u
L
U
 

3
9
6
5
2
1
4
 

5
4
6
6
4
5
5
 

⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
 

工

工
工

会
ヱ
ヱ

建
工
工
会
工
職
会
会

d
c
d
c
c
a
d
d
d
e
c
・d
c
c
c
c
b
d
e

2
9
8
2
4
5
1
0
7
9
7
8
2
5
9
7
A
4
8
0
 

6
4
5
5
5
5
5
5
4
5
6
3
4
5
3
5
3
4
b
 

⑬
⑩
@
⑬
⑩
⑧
@
⑫
⑫
@
⑧
⑧
⑫
⑧
⑧
⑩
⑩
⑩
⑧
 



65 d 66 e 内 職 42 e 会社 員 37 f 内 職
60 e 自 営 59 e 自営子伝 31 e 会社
74 b 70 i 34 d 職

員 30 f 
員 33 d 工 員

64 b 58 e γ 時 25 f ヱ 員
70 f 43 c 会社 員 39 e 工 員
50 c ヱ 員 47 a 内 職 23 e 工 員
35 d 

職自 営(土建員〕
33 f 工)員

56 57 (入院 28 e 職
58 d 応 員 49 25 f 工
71 c 自営(鋳物工場) 64 e 自営手伝 38 e 自営(1l
38 d 工 員 34 d ユ二 員

員 29 e 

E員) 36 自営(食堂)

58 d 自 営 55 d リ ン時 27 f 工 員 25 f 工 員
77 66 b 33 c 工 員 33 d ヱ 員
64 c 会 社 員 58 c 32 c 工 員 30 t 事務員
65 a 40 d 工 員 37 e 工 員
66 d 61 e 31 e 会社 員 30 e リ γ 時
73 c 68 c 38 e 職 員 35 e 工 員
64 d 工 員 56 d リ γ 時 28 e 事務 員 24 
53 c リ ソ 時 己O e ヱ 員 24 e 会社 員
52 d 白 営 50 e ヱ 員
51 e ゴ二 員
71 d 72 e 35 (入 院 中

40 c 職 員 34 e リ γ 時
42 e 職 員 38 e リ ン時
42 e 自 営 39 e 工 員
57 f 白 営 57 c 33 自 営
72 68 36 歯科 医 32 

58 e リ ソ時
68 e 

注(1) 農従日数の区分は次の通りである.

a : 150日以上， b: 1∞-149日 c: 50-99日， d: 30-49日 e: 30日未満， f 0日

(2) 恒勤を次のように分類した.

職 員一県，役場等の公務員，郵便局職員，農協職員

工員一製造業，建設関係に従事

事務員事務系

応 員 商応，スーパ一等

会社員ーその他一般企業勤務

次男26 f り γ 時

長女19 e ヱ 員
父66 c 母58 c 
長女23 e 病院事務
長女24 f 事務員

長女29 f 病院事務

父80 d 母69
長女21 t 工 員

うと71 c 母64 c 
母 68 a 

24 工 員

1111吠



Imo 

調査農家の経営耕地の構成と賃貸借の状況

農家

番号

付表(2)

園|刊一l昭町三71Z-l(J4JJJ外)

期間借地
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30 6 
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10 
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今後の農業経営の方針・農地についての考え方等

^ B じ D
|その場合農地を|農地の売買・貸|持っている農地につ

今後の農業経営 l~ v:~ ~~~w'4. ~~~~;t~. ~ 1 

lどうするか |借の方法 1"、てどう考えるか

3 4と 2
一一 4 
3 4と 2

3 or 4 2， 3 2， 4 
返却

4 2 1， 4 
3 

付表(3) 調査農家の士地利用と今後の農業経営の方針・農地に対する考え方

積 (a)
農家| 一一一一一一一一一 ι 

水稲|茶|麦|大豆l野 菜 l叩
① 425 1 ー 591 59 1 120 
② 344 1 20 1 94 1 46 1 106 
③ 227 1 30 1 156 1 50 1 103 
④ 151 1 -1 180 1 70 1 80 
⑤ 185 1 -1 15 I 60 I ∞ 
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家一 覧(1 集落〕

経 営 耕 地 と 貸 イ臼 (a) 

日百 55 現 在
Rs 50耕地 耕地(ぷ地) 貸 付 地

耕地(ぷ地)I貸 付 地
10 32 (24) 92 (84) 

68 70 70 

49 48 48 

90 58 12 42 (20) I 12 

42 42 42 

125 108 17 41 85 

64 36 28 36 28 

30 29 120 29 120 

61 56 26 30 

22 25 (17) 25 (17) 

19 26 ( 5) 21 

15 (15) 15 (15) 

12 13 13 

12 12 

11 12 12 

30 31 10 21 

10 10 10 

23 9 
ヲ ヲ

44 45 B 37 

54 59 (48) 5 43 

5 6 ( 5) 6 ( 5) 

5 ? 

8 ? 

四
70 四

37 

35 

21 

19 



四
五

付表(4) 非調査農

労働力構成と就業状態

農家番号 経営主 そ の 妻 後継者 | その妻

年齢!勤務等 年齢|勤務等 年齢|勤務等年齢|勤務等

③ 56 会 社 員 I54 27 職 員 27 事務員

⑧ 58 〆， 55 

。83 60 公務員 34 教 員 31 

⑨ 76 70 〔農 業)i 40 ? 長女38 P 

⑧ 41 会社員 38 タ

⑦ 60 ~ 32 公務員 29 事務員

@ 48 会社員 43 会社員 21 会社員

⑪ 65 自 営 61 白 営 長女25 つ

① 48 会社員 46 会 社 員 21 会社員

③"  63 り ン 時 63 37 職 員

⑧ 39 会社員 35 

⑤ 61 自 営 58 自 営 31 自 営 29 自 営

⑩ 86 

③ 55 会 社 員 50 会社員 l長女24。53 チ 50 タ多 22 会社員

⑨ 73 70 

⑪ 38 工 員 36 

@ 57 会社員 52 会 社 員 24 会社員

⑧ 51 公務員 46 23 自 営 2男19会社員

⑦ 62 自 営 i62 36 タ 34 4易

。82 43 会社員 38 

③ 44 自 営降 41 

⑨ 49 法 人 50 

⑧ 65 

士(i ) 42 自 営

T (ii〉136 教 員: 37 

ち(iii)

家 (v)

注.各年センサス， r合意形成調査アンケート J， 集落代表者からの聴取り等にもとづ<，
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地
域
農
業
の
組
織
化
と
農
地
流
動
化
・
集
団
的
土
地
管
理

資
料
川

-
地
区
農
用
地
利
用
規
程

(
目
的
)

第
一
条
こ
の
規
定
は
、

I
地
区
の
農
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
農
用
地

の
有
効
利
用
と
農
業
経
営
の
改
善
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

(
実
施
区
域
)

第
二
条
実
施
区
域
は
、
愛
東
町
I
地
区
の
区
域
と
す
る
。

(
地
域
ぐ
る
み
で
の
農
用
地
の
利
用
改
善
)

第
三
条
こ
の
総
合
は
、
地
区
内
の
農
用
地
の
耕
作
放
棄
、
荒
し
作
り
の

防
止
又
は
、
解
消
に
努
め
る
と
と
も
に
、
組
合
員
一
の
営
農
志
向
及
び
自

主
性
を
尊
重
し
、
地
区
の
条
件
に
適
し
た
作
付
地
の
集
団
化
及
び
栽
培

管
理
の
改
善
、
並
び
に
農
作
業
の
受
委
託
、
農
業
機
械
施
設
の
共
同
利

用
、
農
作
業
の
共
同
化
等
の
促
進
に
よ
る
農
作
業
の
効
率
化
に
重
点
を

お
い
て
、
地
区
の
農
用
地
の
利
用
改
善
に
努
め
る
。

(
農
用
地
の
利
用
構
想
)

第
四
条
農
用
地
の
利
用
改
善
と
組
合
員
の
営
農
改
善
を
促
進
す
る
た
め
、

土
地
条
件
、
土
壌
条
件
等
を
考
慮
し
、
か
つ
組
合
員
の
自
主
性
を
尊
重

し
な
が
ら
主
要
作
物
の
作
付
地
の
集
団
化
、
農
地
の
集
団
化
の
推
進
に

努
め
る
も
の
と
す
る
。

2

水
田
に
つ
い
て
は
、
極
力
連
担
し
て
転
作
用
の
団
地
化
を
促
進
す
る

も
の
と
す
る
。
転
作
団
地
に
お
い
て
は
、
小
麦
を
中
心
に
極
力
集
団
化

一
四
六

し
て
作
付
す
る
も
の
と
す
る
。

3

水
田
に
は
、
裏
作
と
し
て
で
き
る
だ
け
野
菜
、
麦
を
集
固
化
し
て
作

付
す
る
も
の
と
す
る
。

(
作
付
団
地
の
実
行
方
策
)

第
五
条
前
条
の
農
用
地
の
利
用
構
想
の
具
体
的
実
施
に
つ
い
て
は
、
毎

年
組
合
の
役
員
会
が
予
じ
め
組
合
員
の
作
付
の
意
向
を
取
り
ま
と
め
、

こ
れ
を
検
討
、
調
整
し
た
上
、
作
付
団
地
計
画
を
作
成
す
る
も
の
と
す

る。
作
付
団
地
計
画
は
、
九
月
三

O
日
ま
で
に
開
催
す
る
臨
時
総
会
に
諮

り
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

3

転
作
団
地
の
中
に
自
作
地
の
大
部
分
が
入
っ
て
し
ま
う
者
で
団
地
外

に
代
替
地
を
希
望
す
る
者
に
対
し
て
は
、
組
合
が
代
替
地
を
あ
っ
せ
ん

す
る
も
の
と
す
る
。

(
用
排
水
管
理
等
)

第
六
条
水
回
の
用
排
水
管
理
は
、
愛
知
川
沿
岸
土
地
改
良
区
及
び
営
農

組
合
が
定
め
る
水
利
用
計
画
に
従
い
計
画
的
に
行
う
も
の
と
す
る
。

2

水
田
の
泥
水
等
の
漏
水
防
止
対
策
に
つ
い
て
は
、
県
の
琵
琶
湖
富
栄

養
化
の
防
止
に
関
す
る
条
例
に
準
じ
、
営
農
組
合
の
指
導
の
基
に
、
組

合
員
が
あ
ぜ
ょ
せ
等
を
行
い
、
漏
水
防
止
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

3

農
道
、
用
排
水
路
の
持
維
管
理
は
関
係
機
関
と
協
議
の
上
相
協
力
し

て
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

2 



(
栽
培
管
理
の
改
善
)

第
七
条
主
要
作
物
、
水
稲
及
び
今
後
振
興
を
図
る
必
要
の
あ
る
作
物
、

小
麦
の
栽
培
管
理
に
つ
い
て
は
、
品
種
・
作
期
・
施
肥
・
防
除
・
収
穫

等
に
つ
き
、
町
、
西
小
椋
農
業
協
同
組
合
、
湖
東
農
業
改
良
普
及
所
等

が
作
成
す
る
栽
培
基
準
に
準
拠
し
て
、
そ
の
改
善
を
図
る
も
の
と
す
る
。

(
農
作
業
の
効
率
化
等
の
推
進
)

第
八
条
過
剰
投
資
を
避
け
つ
つ
、
農
作
業
の
効
率
化
を
促
進
す
る
た
め
、

農
作
業
の
受
委
託
・
農
業
機
械
・
施
設
の
共
同
利
用
・
農
作
業
の
共
同

化
の
推
進
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

2

機
械
・
施
設
の
点
検
整
備
技
術
向
上
に
よ
り
、
機
械
農
作
業
の
労
働

災
害
未
然
防
止
及
び
安
全
作
業
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

(
農
作
業
の
効
率
化
の
実
行
方
策
)

第
九
条
農
作
業
の
効
率
化
は
次
に
よ
り
進
め
る
も
の
と
す
る
。

川
農
作
業
の
受
委
託
の
推
進

ァ
、
水
稲
、
小
麦
の
耕
起
・
播
種
・
防
除
・
収
穫
に
つ
い
て
は
、
営

農
組
合
へ
の
農
作
業
受
委
託
を
推
進
し
て
、
効
率
的
な
農
作
業
の

実
施
を
図
る
も
の
と
す
る
。

ィ
、
農
作
業
の
委
託
を
希
望
す
る
者
は
組
合
に
申
し
出
る
も
の
と
す

る。

(2) 

農
業
機
械
、
施
設
の
共
同
利
用
の
推
進

水
稲
、
小
麦
の
耕
起
・
播
種
・
防
除
・
収
穫
に
つ
い
て
は
、
営
農

《
ノ
I
ト
》

地
域
農
業
の
組
織
化
と
農
地
流
動
化
・
集
団
的
土
地
管
理

組
合
の
農
業
機
械
、
施
設
(
ト
ラ
ク
タ
ー
・
コ
ン
バ
イ
ン
・
施
肥
播

種
機
・
大
型
動
力
散
布
機
)
の
共
同
利
用
を
推
進
し
営
農
組
合
の

「
機
械
施
設
利
用
規
定
」
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
画
的
・
効
率

的
に
利
用
す
る
も
の
と
す
る
。

問
農
作
業
の
共
同
化
の
促
進

ァ
、
水
稲
及
び
小
麦
の
耕
起
・
播
種
・
施
肥
・
防
除
・
収
穫
・
運
搬

に
つ
い
て
は
、
営
農
組
ム
ロ
を
中
心
に
共
同
作
業
を
行
っ
て
効
率
的

な
農
作
業
の
実
施
を
図
る
も
の
と
す
る
。

ィ
、
共
同
作
業
に
つ
い
て
は
、
組
合
の
指
示
に
協
力
す
る
も
の
と
す

る。

(
農
用
地
の
利
用
関
係
の
改
善
)

第一

O
条
労
働
力
不
足
等
に
よ
り
、
自
ら
耕
作
を
行
う
こ
と
が
困
難
な

者
等
は
組
合
に
申
し
出
る
も
の
と
す
る
。

2

作
付
地
の
集
団
化
、
団
地
化
に
伴
っ
て
そ
の
農
地
利
用
に
つ
い
て
利

用
機
の
設
定
又
は
、
農
作
業
委
託
を
希
望
す
る
農
地
所
有
者
は
、
組
合

に
申
し
出
る
も
の
と
す
る
。

3

前
二
項
の
場
合
に
お
い
て
、
組
合
は
利
用
機
の
設
定
又
は
農
作
業
受

委
託
の
促
進
等
に
よ
り
農
用
地
の
有
効
利
用
を
図
る
も
の
と
す
る
。

(
地
力
の
増
進
と
堆
き
ゅ
う
肥
副
産
物
の
有
効
利
用
)

第
二
条
地
力
の
漕
進
と
堆
き
ゅ
う
肥
、
副
産
物
の
有
効
利
用
を
図
る

た
め
、
堆
き
ゅ
う
肥
の
施
用
に
努
め
る
と
と
も
に
、
稲
・
麦
ワ
ラ
・
野

一
四
七
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地
域
農
業
の
組
織
化
と
農
地
流
動
化
・
集
団
的
土
地
管
理

菜
・
残
さ
等
は
、
家
畜
飼
料
・
堆
肥
材
料
等
と
し
て
、
そ
の
有
効
利
用

を
図
る
も
の
と
す
る
c

2 

堆
き
ゅ
う
肥
・
稲
・
麦
ワ
ラ
が
必
要
な
農
家
又
は
糞
尿
処
理
を
必
要

と
す
る
農
家
若
し
く
は
稲
・
麦
ワ
ラ
等
の
余
剰
の
あ
る
農
家
は
組
合
に

申
し
出
る
も
の
と
し
、
組
合
は
交
換
等
の
あ
っ
せ
ん
に
努
め
る
も
の
と

す
る
。

(
相
互
協
力
等
)

第
二
一
条
組
合
員
は
、
相
互
理
解
と
信
頼
に
よ
り
、
地
区
の
農
業
振
興

並
び
に
農
用
地
の
有
効
利
用
及
び
農
業
経
営
の
改
善
に
一
致
協
力
し
て

取
り
組
む
も
の
と
す
る
。

2

住
み
よ
い
愛
の
田
園
(
ま
ち
)

a

つ
く
り
の
た
め
、
地
区
の
生
活
環
境

の
改
善
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

3

婦
人
労
働
の
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
農
村
生
活
改
善
の
た
め
、
婦

人
グ
ル
ー
プ
活
動
の
推
進
に
協
力
す
る
も
の
と
す
る
。

4

実
施
区
域
内
の
農
用
地
等
の
整
備
を
図
る
た
め
、
基
盤
整
備
事
業
等

の
推
進
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

(
細
則
)

第
一
一
二
条
こ
の
規
程
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
細
則
は
組
合
が
別
に

定
め
る
。

(
I
集
落
営
農
組
合
、
昭
和
五
六
年
)

四

八

資
料

ω
愛
東
町
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
管
理
要
綱

(
目
的
)

第
一
条
当
町
で
は
、
農
業
経
営
の
合
理
化
や
生
産
性
の
向
上
を
図
る
た

め
、
土
地
基
盤
や
近
代
化
資
本
装
備
の
確
立
な
ど
農
業
を
基
幹
と
す
る

総
合
的
な
農
業
振
興
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
農
業
発
展
の

面
か
ら
も
優
良
農
地
の
確
保
、
拡
大
に
努
め
る
と
と
も
に
、
極
力
他
用

途
へ
の
転
換
を
防
止
し
、
又
ほ
場
整
備
に
よ
っ
て
新
し
く
生
ま
れ
変
っ

た
農
地
を
農
業
の
近
代
化
と
土
地
の
高
度
利
用
を
図
る
こ
と
に
よ
り
農

業
の
健
全
な
発
展
と
町
土
資
源
の
合
理
的
な
利
用
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

(
整
備
計
画
の
管
理
)

第
二
条
整
備
計
画
で
定
め
ら
れ
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
保
全
と
計
画
の

実
施
に
努
め
る
も
の
と
す
る
が
、
経
済
事
情
の
変
動
、
そ
の
他
情
勢
の

変
化
に
よ
り
許
画
の
変
更
を
必
要
と
す
る
場
合
は
次
に
よ
り
見
直
し
を

行
う
。

川
特
別
管
理

整
備
計
画
策
定
後
の
経
済
事
情
の
変
更
や
そ
の
他
の
情
勢
に
対
応

し
た
計
画
の
実
効
性
を
確
保
し
て
、
そ
の
達
成
を
期
す
る
た
め
、
三

年
ご
と
に
計
画
を
見
直
す
。

間
一
般
管
理



農
用
地
区
域
内
に
あ
る
土
地
の
農
業
上
の
計
画
的
な
利
用
の
確
保

を
図
る
と
と
も
に
、
農
業
生
産
基
盤
及
び
農
業
近
代
化
施
設
の
整
備

計
画
並
び
に
各
種
公
共
事
業
の
計
画
的
な
誘
導
を
図
る
た
め
、
次
に

該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
毎
年
一
回
そ
の
見
直
し
を
行
う
。

ァ
、
農
業
用
施
設
用
地
に
係
る
変
更

ィ
、
公
用
公
共
用
施
設
に
係
る
変
更

ゥ
、
農
用
地
区
域
へ
の
編
入
に
係
る
変
更

(
集
落
の
協
定
)

第
三
条
集
落
の
土
地
利
用
を
大
字
住
民
の
合
意
の
基
に
集
落
土
地
利
用

協
定
書
と
し
て
締
結
し
、
町
長
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

(
見
直
し
の
基
準
)

第
四
条
第
二
条
の
川
の
見
直
し
に
当
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
基

準
と
す
る
。

川
除
外
す
る
土
地
の
規
模
は
必
要
以
上
に
過
大
で
な
い
こ
と
。

ω
農
用
地
区
域
外
に
代
替
え
す
べ
き
土
地
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ω
農
地
の
集
団
性
が
保
た
れ
、
な
お
か
っ
、
土
地
利
用
の
混
在
が
生

じ
な
い
こ
と
。

畑
農
用
地
区
域
の
利
用
上
の
支
障
が
な
い
こ
と
。

同
ほ
場
整
備
を
実
施
し
た
農
地
は
原
則
と
し
て
除
外
し
な
い
こ
と
。

(
調
整
)

第
五
条
第
四
条
の
山
か
ら
聞
に
規
定
す
る
基
準
を
み
た
し
、
か
つ
次
の

《
ノ
l
ト
》

地
域
農
業
の
組
織
化
と
農
地
流
動
化
・
集
団
的
土
地
管
理

調
整
を
完
了
し
た
も
の
に
限
り
、
整
備
計
画
を
見
直
す
こ
と
が
で
き
る
。

川
集
落
土
地
利
用
協
定
書
と
の
調
整

ω
関
係
土
地
改
良
区
及
び
町
土
地
改
良
課
と
の
調
整

制
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
調
整

(
整
備
計
画
の
見
直
し
事
務
手
続
)

第
六
条
整
備
計
画
の
見
直
し
は
次
の
要
領
に
よ
り
行
う
。

川
予
備
協
議
審
査

区
長
は
、
整
備
計
画
の
見
直
し
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
ま
ず
、

大
字
住
民
等
と
十
分
見
直
し
案
件
に
つ
い
て
調
整
し
た
う
え
、
町
長

へ
集
落
土
地
利
用
協
定
変
更
書
を
提
出
す
る
こ
と
。

ァ
、
指
摘
事
項

町
長
は
、
集
落
土
地
利
用
協
定
変
更
書
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き

は
、
関
係
課
等
の
意
見
を
参
考
に
予
備
審
査
を
行
い
、
他
法
令
許

可
等
必
要
と
す
る
案
件
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
関
係
機

関
の
承
認
が
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
確
認
す
る
よ
う
指
示
す
る
他
、

必
要
な
指
摘
を
行
P

ヮ。

ω
本
協
議
審
査
会

町
長
は
、
予
備
審
査
を
完
了
し
た
案
件
に
つ
い
て
、
本
協
議
審
査

会
を
開
催
し
、
協
議
調
整
を
行
う
。

(
審
査
会
〉

第
七
条
整
備
計
画
の
見
直
し
に
お
け
る
審
査
を
適
正
か
つ
公
平
に
行
う

一
四
九



》
ノ

l
ト
》

地
域
農
業
の
組
織
化
と
農
地
流
動
化
・
集
団
的
土
地
管
理

た
め
町
に
審
査
会
を
置
く
。

(
審
査
事
項
)

第
八
条
審
査
会
は
同
基
準
第
四
条
の
川
か
ら
聞
に
か
か
る
す
べ
て
の
要

件
に
つ
い
て
、
総
合
的
に
審
査
し
、
見
直
し
の
適
訟
を
決
定
す
る
。

(
構
成
)

第
九
条
審
査
会
は
地
域
開
発
審
議
会
の
委
員
を
も
っ
て
こ
れ
に
当
て
る
。

(
整
備
計
画
変
更
案
の
進
達
)

第
一

O
条
町
長
は
、
整
備
計
画
の
変
更
案
に
つ
い
て
、
異
議
が
な
い
と

き
は
、
愛
東
町
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
予
備
協
議
書
を
県
へ
進
達
す

る。
(
同
意
・
認
可
)

第
一
一
条
県
の
認
可
が
得
ら
れ
た
事
案
に
つ
い
て
は
、
法
律
に
基
づ
く

手
続
き
完
了
後
、
区
長
宛
文
章
で
も
っ
て
通
知
す
る
。

尚
、
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
手
続
が
完
了
し
た
事

案
に
つ
い
て
も
、
他
法
令
の
手
続
き
を
完
了
し
た
後
に
お
い
て
現
状
の

変
更
を
行
う
も
の
と
す
る
。

(
細
目
)

第
二
一
条
町
長
は
、
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
及
び
こ
の

要
綱
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
必
要
な
事
項
は
別
に
定
め
る
。

附

則

」
の
要
綱
は
昭
和
五
九
年
九
月
二
七
日
か
ら
施
行
す
る
。

一五

O

資
料
問

集
落
土
地
利
用
協
定
書

農
業
の
健
全
な
発
展
と
優
良
農
地
の
利
用
に
つ
い
て
、
集
落
土
地
利
用

計
画
と
し
て
定
め
、
集
落
ぐ
る
み
で
保
全
し
て
い
く
た
め
、
集
落
全
員
の

合
意
と
し
て
表
わ
す
た
め
、
下
記
協
定
を
締
結
す
る
。

記

(
集
落
土
地
利
用
計
画
)

第
一
条
集
落
土
地
利
用
計
画
ば
、
別
添
土
地
利
用
計
画
図
の
と
お
り
と

す
る
。

(
計
画
の
管
理
)

第
二
条
集
落
土
地
利
用
計
画
は
、
前
条
の
土
地
利
用
計
画
図
に
よ
り
、

区
長
が
管
理
す
る
も
の
と
す
る
。

(
計
画
の
協
定
者
)

第
三
条
集
落
土
地
利
用
計
画
の
協
定
者
は
、
大
字
の
農
地
を
所
有
す
る

者
と
す
る
。

(
計
画
の
協
定
期
間
)

第
四
条
集
落
土
地
利
用
計
画
の
協
定
期
間
は
三
ヶ
年
と
し
て
固
定
す
る
。

(
計
画
の
変
更
〉

第
五
条
集
落
土
地
利
用
計
画
に
次
の
案
件
で
万
一
変
更
が
生
じ
た
場
合

は
区
長
に
申
し
出
る
も
の
と
す
る
。

伺
農
業
用
施
設
用
地
に
係
る
変
更



川
公
用
公
共
用
施
設
に
係
る
変
更

制
農
用
地
区
域
へ
の
編
入
に
係
る
変
更

(
計
画
の
見
直
し
)

第
六
条
集
落
土
地
利
用
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
協
定
期
間
三
ケ

年
を
経
過
し
た
時
点
で
全
体
計
画
も
見
直
し
、
前
条
の
変
更
に
該
当
す

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
毎
年
一
回
そ
の
見
直
し
を
行
う
も
の
と
す
る
。

(
協
議
)

第
七
条
区
長
は
変
更
の
申
し
出
が
あ
っ
た
時
は
、
区
役
員
、
土
地
改
良

区
、
農
業
組
合
、
営
農
組
合
、
農
業
委
員
等
関
係
者
と
協
議
し
調
整
す

る
も
の
と
す
る
。

(
厳
守
事
項
)

第
八
条
集
落
土
地
利
用
計
画
の
作
成
、
見
直
し
、
変
更
及
び
管
理
に
当

つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
厳
守
す
る

G

川
除
外
す
る
土
地
の
規
模
は
必
要
以
上
に
過
大
で
な
い
こ
と
。

間
農
用
地
区
域
外
に
代
替
え
す
べ
き
土
地
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

矧
農
地
の
集
団
性
が
保
た
れ
、
な
お
か
っ
、
土
地
利
用
の
混
在
が
生

じ
な
い
こ
と
。

凶
農
用
地
区
域
の
利
用
上
の
支
障
が
な
い
こ
と
G

矧
ほ
場
整
備
を
実
施
し
た
農
地
は
原
則
と
し
て
除
外
し
な
い
。

川
聞
大
字
で
定
め
た
集
落
土
地
利
用
計
画
に
つ
い
て
は
厳
守
す
る
c

m
集
落
土
地
利
用
計
画
に
基
づ
い
て
最
大
限
の
利
用
を
行
う
。

《
ノ

l
ト
》

地
域
農
業
の
組
織
化
と
農
地
流
動
化
・
集
団
的
土
地
管
理

川
間
白
地
と
の
調
整
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
は
相
協
力
す
る
も
の
と
す

る。

五



要

旨
'--l 

地
域
農
業
の
組
織
化
と
農
地
流
動
化
・

集
団
的
土
地
管
理

回

畑

保

本
稿
は
「
営
農
主
体
」
特
研
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
滋
賀
県
愛
東
町
調
査

の
調
査
報
告
の
一
部
で
あ
り
、
愛
東
町
の
農
業
の
実
態
の
分
析
を
通
じ
て

地
域
農
業
の
組
織
化
と
農
地
流
動
化
・
集
団
的
土
地
管
理
と
の
か
か
わ
り

の
問
題
を
考
察
し
、
地
域
農
業
の
構
造
を
土
地
問
題
の
側
面
か
ら
検
討
す

る
こ
と
を
課
題
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
の
問
題
は
、
一
つ
は
地
域
農
業
の

組
織
化
と
農
地
流
動
化
が
地
域
農
業
の
種
々
の
態
様
の
中
で
ど
の
よ
う
な

関
連
を
も
っ
て
展
開
し
て
い
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
集

団
的
土
地
管
理
の
取
組
み
が
地
域
農
業
の
組
織
化
と
ど
の
よ
う
な
関
連
を

も
っ
て
す
す
め
ら
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

前
者
の
点
で
は
、
地
域
農
業
の
組
織
化
は
一
般
的
に
は
農
地
流
動
化
に

抑
制
的
に
作
用
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
現
に
愛
東
町
の
事
例
で
も
、
集
落

ぐ
る
み
の
営
農
組
合
が

E
兼
農
家
の
農
業
を
支
え
、
賃
貸
借
は
あ
ま
り
進

ん
で
い
な
い
集
落
と
、
営
農
組
合
が
衰
退
し
借
地
大
経
営
が
形
成
さ
れ
て

き
た
集
落
と
い
う
対
照
的
な
タ
イ
プ
の
集
落
の
存
在
が
検
出
さ
れ
た
。
そ

の
限
り
で
は
さ
き
の
一
般
的
傾
向
は
こ
こ
で
も
確
認
で
き
る
。

し
か
し
そ
れ
は
総
て
の
場
合
に
そ
う
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
両
者
が

一
九
四

併
進
的
な
タ
イ
プ
の
集
落
も
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
専
業

的
農
家
層
を
中
心
と
し
つ
つ
も
集
落
ぐ
る
み
、
専
兼
ぐ
る
み
の
参
加
で
運

営
さ
れ
る
営
農
組
合
が
集
落
の
農
業
を
さ
さ
え
、
そ
の
面
で
兼
業
稲
作
維

持
・
貸
借
抑
制
的
に
作
用
し
て
い
る
が
、
他
面
そ
う
し
た
営
農
組
合
の
体

制
が
労
働
力
条
件
等
で
農
業
維
持
が
困
難
に
な
っ
た
と
き
営
農
組
合
を
仲

介
と
し
て
安
ん
じ
て
農
地
を
貸
付
け
に
出
せ
る
状
況
を
も
つ
く
り
出
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
条
件
の
も
と
で
集
団
的
で
あ
る
こ
と
と
借
地
展
開
的
で

あ
る
こ
と
と
が
併
進
的
に
進
ん
で
い
る
の
で
あ
る
が
、
両
者
が
結
び
つ
く

条
件
と
し
て
専
業
的
農
家
が
層
と
し
て
存
在
し
、
そ
さ
い
作
も
導
入
し
て

複
合
経
営
的
な
展
開
を
は
か
り
、
稲
作
だ
け
の
突
出
的
な
借
地
大
経
営
を

志
向
し
て
い
な
い
こ
と
も
重
要
な
点
で
あ
る
。

後
者
の
問
題
に
関
し
て
は
、
こ
こ
で
は
営
農
組
合
の
活
動
を
基
盤
と
し

て
集
団
転
作
・
集
落
の
土
地
の
保
全
と
有
効
利
用
、
営
農
組
合
に
よ
る
主

要
作
業
の
編
成
、
所
有
権
と
利
用
権
の
調
整
等
集
団
的
土
地
利
用
・
土
地

管
理
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
動
き
が
、
地
域
農
業
の
組
織
化
の
動
き
と
結

ひ
つ
い
て
生
ま
れ
て
い
る
。
集
落
レ
ベ
ル
で
の
集
団
的
土
地
管
理
の
動
き

で
あ
る
。

他
方
、
町
村
レ
ベ
ル
で
も
農
地
の
公
的
管
理
・
農
地
の
大
枠
を
守
り
、

農
地
を
保
全
す
る
取
組
み
が
な
さ
れ
て
お
り
、
集
団
的
土
地
管
理
に
お
い

て
は
集
落
レ
ベ
ル
で
の
取
組
み
と
町
村
レ
ベ
ル
で
の
そ
れ
と
が
相
互
に
支

え
あ
う
関
係
に
あ
る
。
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[環境設定／ユーザー情報ダイアログで個人と組織の情報を入力します。]



概要



文書のアクセシビリティの完全性を損なう可能性がある問題点が検出されました。





		手動チェックが必要: 2



		手動チェックに合格: 0



		手動チェックに不合格: 0



		スキップ: 1



		合格: 13



		不合格: 16







詳細レポート





		文書





		ルール名		ステータス		説明



		アクセシビリティ権限フラグ		合格		アクセシビリティ権限フラグの設定が必要



		画像のみの PDF		合格		文書が画像のみの PDF ではない



		タグ付き PDF		不合格		文書がタグ付き PDF である



		論理的な読み上げ順序		手動チェックが必要		文書構造により論理的な読み上げ順序が決まる



		優先言語		合格		テキスト言語の指定



		タイトル		合格		文書のタイトルがタイトルバーに表示されている



		しおり		不合格		大きい文書にしおりが存在する



		色のコントラスト		手動チェックが必要		文書の色のコントラストが適切である



		ページコンテンツ





		ルール名		ステータス		説明



		タグ付きコンテンツ		不合格		すべてのページコンテンツがタグ付けされている



		タグ付き注釈		合格		すべての注釈がタグ付けされている



		タブの順序		不合格		タブの順序と構造の順序が一致している



		文字エンコーディング		合格		確実な文字エンコーディングの指定



		タグ付きマルチメディア		合格		すべてのマルチメディアオブジェクトがタグ付けされている



		画面のちらつき		合格		ページで画面のちらつきが発生しない



		スクリプト		合格		アクセシブルではないスクリプトなし



		時間制限のある応答		合格		ページが時間制限のある応答を必要としない



		ナビゲーションリンク		合格		ナビゲーションリンクが繰り返し使用されていない



		フォーム





		ルール名		ステータス		説明



		タグ付きフォームフィールド		合格		すべてのフォームフィールドがタグ付けされている



		フィールドの説明		合格		すべてのフォームフィールドに説明がある



		代替テキスト





		ルール名		ステータス		説明



		図の代替テキスト		不合格		図に代替テキストが必要



		ネストされた代替テキスト		不合格		読み上げられない代替テキスト



		コンテンツに関連付けられている		不合格		代替テキストはいくつかのコンテンツに関連付けられている必要がある



		注釈を隠している		不合格		代替テキストが注釈を隠していない



		その他の要素の代替テキスト		不合格		代替テキストが必要なその他の要素



		テーブル





		ルール名		ステータス		説明



		行		不合格		TR が Table、THead、TBody または TFoot の子である必要がある



		TH と TD		不合格		TH と TD が TR の子である必要がある



		ヘッダー		不合格		テーブルにヘッダーが必要



		規則性		不合格		テーブル内の各行の列数と各列の行数が同じである必要がある



		概要		スキップ		テーブルに概要が必要



		箇条書き





		ルール名		ステータス		説明



		箇条書き項目		不合格		LI は L の子である必要がある



		Lbl と LBody		不合格		Lbl と LBody は LI の子である必要がある



		見出し





		ルール名		ステータス		説明



		適切なネスト		不合格		適切なネスト
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